
4 Apr. 
2017
No.123

広 報 も と み や

平成29年4月1日発行　Motomiya City Public Relations

えぽか子育てサロンで開館前におもちゃの消毒をするボランティアスタッフの国分啓子さん（左）と荒川絹子さん。
えぽかでは、総勢32人のボランティアさんが子どもたちの見守り、清掃などを行ってくれています。

元
気
に
遊
ん
で

ほ
し
い
か
ら
。

今月の特集1

今月の特集2

本宮市誕生10周年記念式典

未来につながる もとみや創生！未来につながる もとみや創生！
みんなが活躍



　

本
宮
市
は
平
成
19
年
１
月
１

日
、
旧
本
宮
町
と
旧
白
沢
村
が
合

併
し
て
誕
生
し
ま
し
た
。

　

そ
の
合
併
か
ら
10
年
目
を
記
念

し
た
『
本
宮
市
誕
生
10
周
年
記
念

式
典
』
が
３
月
５
日
、
サ
ン
ラ
イ

ズ
も
と
み
や
で
行
わ
れ
、
出
席
者

約
４
５
０
人
が
10
年
の
節
目
を
祝

い
ま
し
た
。

　

安
達
太
良
太
鼓
の
勇
壮
な
太
鼓

を
合
図
に
式
は
開
幕
。

　

高
松
市
長
が
「
住
み
た
い
ふ
る

さ
と　

も
と
み
や
創
生
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
こ
れ
か
ら
も
市
民
が
未

来
に
希
望
を
持
ち
、
安
心
し
て
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
目

指
し
て
い
く
」
と
式
辞
を
述
べ
、

渡
辺
由
紀
雄
市
議
会
議
長
が
あ
い

さ
つ
。
ご
来
賓
の
皆
さ
ん
か
ら
ご

祝
辞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

感
謝
状
贈
呈
で
は
、
市
政
発
展

に
功
労
の
あ
っ
た
佐
藤
嘉
重
前
市

長
は
じ
め
９
人
に
感
謝
状
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
市
議
会
運
営

に
尽
力
さ
れ
た
作
田
博
元
市
議
会

議
長
ら
5
人
、
市
の
復
興
に
多
大

な
る
ご
支
援
を
く
だ
さ
っ
た
島
村

穰
上
尾
市
長
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状

が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、

市
民
の
歌
「
み
ず
い
ろ
の
ま
ち
」

作
曲
者
の
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ

さ
ん
の
演
奏
に
合
わ
せ
、
本
宮
市

の
10
年
の
あ
ゆ
み
を
映
像
で
披

露
。
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
寄
せ
ら

れ
た
写
真
で
作
っ
た
巨
大
モ
ザ
イ

ク
ア
ー
ト
の
披
露
や
、
10
年
後
に

届
く
手
紙
の
贈
呈
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
市
内
7

校
の
小
学
生
１
０
３
人
が
市
民
憲

章
を
唱
和
し
、
そ
の
後
、
市
民
の

歌
を
斉
唱
し
て
、
式
典
は
幕
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

市
で
は
こ
の
ほ
か
、
10
周
年
記

念
事
業
と
し
て
、
落
語
・
漫
才
な

ど
の
演
芸
番
組
『
真
打
ち
競
演
』

（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ラ
ジ
オ
第
一
）
の
公
開

収
録
や
、
幼
児
を
対
象
と
し
た

『
キ
ッ
ク
バ
イ
ク
レ
ー
ス
』
な
ど

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、今
後
は
プ
リ
ン
ス
・
ウ
ィ

リ
ア
ム
ズ
・
パ
ー
ク
内
に
『
英
国

庭
園
』
を
整
備
。
さ
ら
に
は
、
英

国
ロ
ン
ド
ン
市
ケ
ン
ジ
ン
ト
ン
＆

チ
ェ
ル
シ
ー
王
立
区
の
ホ
ー
ラ
ン

ド
公
園
内
に
あ
る
『
福
島
庭
園
』

と
姉
妹
庭
園
の
協
定
を
締
結
す
る

予
定
で
す
。

10 年間に感謝を込めて
本宮市誕生10周年記念式典
　10年前の 1月 1日、歴史も文化も深いつながりのある 2つの町村が
合併し、本宮市が誕生しました。先人から受け継がれてきたものを守り、
伝え、そして新しいものを創造していくまちづくりの過程には、市民
の皆さんの力と思いが息づいています。これまでの 10年を振り返ると
ともに、限りない未来への発展を目指し、記念式典を行いました。
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感
謝
状
贈
呈
者
（
敬
称
略
）

●
本
宮
市
長
感
謝
状

佐
藤
嘉
重
（
元
本
宮
町
長
、
前
本
宮
市
長
）

岡
部
善
宜
（
元
白
沢
村
長
、
元
本
宮
市
長
職
務
代
理
者
）

伊
藤
滋
敏
（
元
教
育
委
員
長
）

仲
川　

清
（
元
教
育
委
員
長
）

相
原
義
文

平　

哲
夫

菅
野　

明

橋
本
佐
久
・
文
子

●
本
宮
市
議
会
議
長
感
謝
状

高
松
義
行
（
元
本
宮
町
議
会
議
長
、
元
本
宮
市
議
会
議
長
）

根
本
善
裕
（
元
白
沢
村
議
会
議
長
）

矢
島
義
謙
（
元
本
宮
市
議
会
議
長
）

作
田　

博
（
元
本
宮
市
議
会
議
長
）

国
分
義
之
（
前
本
宮
市
議
会
議
長
）

●
復
興
支
援
へ
の
感
謝
状

島
村　

穰
（
上
尾
市
長
）

1. 安達太良太鼓の勇壮な演奏で
式典がスタート
2．本宮市の 10年間とこれから
のまちづくりについて式辞をの
べる高松市長
3．市内７校の小学生と出席者全
員で市民の歌『みずいろのまち』
を斉唱
4. 前本宮市長の佐藤嘉重氏に感
謝状が贈られた
5.YUKIYOSHI さんの演奏に合
わせ 10 年のあゆみを振り返る
記念アトラクション
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振り返る 10周年記念事業

フォトモザイク
　　　　アート企画

真打ち競演
　　公開収録

10 年後に
　　届く手紙

キックバイク
　　　  レース

　市民の皆さんから応募のあった約１万枚の写真を使って大きな一枚の絵に仕
上げました。絵は、【えぽか・みずいろ公園】【プリンス・ウィリアムズ・パー
ク】【まゆみアリーナ・神座運動場】からなる『元気もとみやトライアングル』
を表現しています。

　NHKラジオ第一『真打ち競演』の公
開収録を 9月 28 日、サンライズもとみ
やで行いました。落語・漫才などの芸能
界選りすぐりの出演者が登場し、会場は
笑いの渦に包まれました。

　10 周年を記念したキックバイクレー
スを 11 月 13 日、しらさわ秋祭りの会
場で開催しました。約 120 人の子ども
たちが出場し、熱戦を繰り広げました。

　10 年後の自分や家族、大切な人へ向
けた『10 年後に届く手紙』を市民の皆
さんから募集しました。皆さんから総数
1,105 通の手紙が寄せられました。

4広報もとみや4月号



みんなが活躍

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
６

年
が
経
過
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
の
間
、
震
災

前
の
元
気
を
取
り
戻
す
た

め
、
道
路
や
建
物
な
ど
の
復

旧
や
住
宅
・
公
園
な
ど
の
除

染
、
ホ
ー
ル
ボ
デ
ィ
ー
カ
ウ

ン
タ
ー
や
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ

な
ど
に
よ
る
健
康
管
理
、
農

産
物
等
の
風
評
を
払
拭
す

る
取
り
組
み
、
さ
ら
に
は
子

ど
も
た
ち
の
体
力
の
向
上

を
図
る
た
め
、
地
域
に
プ

リ
ン
ス
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
・

パ
ー
ク
の
整
備
、
み
ず
い
ろ

公
園
や
地
区
公
民
館
や
小

学
校
幼
稚
園
の
遊
具
の
更

新
、
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
の
整

備
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
復
興

の
取
り
組
み
を
進
め
て
き

ま
し
た
。
平
成
29
年
2
月
に

は
住
宅
除
染
も
完
了
し
、
復

旧
復
興
は
着
実
に
進
ん
だ

と
こ
ろ
で
す
。
ま
た
、
埼
玉

県
上
尾
市
と
の
友
好
都
市

の
締
結
や
全
国
へ
そ
の
ま

ち
協
議
会
へ
の
加
入
な
ど

を
通
し
て
、
子
ど
も
や
大
人

の
間
で
文
化
ス
ポ
ー
ツ
交

流
や
災
害
時
応
援
協
定
が

行
わ
れ
る
な
ど
、
新
た
な
絆

も
生
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
中
、
昨
年
度
か

ら
、「
み
ん
な
が
活
躍 

未
来

に
つ
な
が
る 

も
と
み
や
創

生
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
に
ご
協
力
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
未
来
に

つ
な
が
る
も
と
み
や
を
創

造
し
て
い
く
こ
と
を
目
指

し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

全
国
で
は
人
口
減
少
が
進

行
し
て
い
る
な
か
に
あ
っ

て
、
本
市
は
よ
う
や
く
転
入

人
口
が
転
出
人
口
を
大
幅

に
上
回
り
、
明
る
い
兆
し
も

見
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
当
初
予
算

は
、
こ
の
良
い
流
れ
を
さ
ら

に
加
速
さ
せ
、
全
て
の
市
民

が
将
来
に
わ
た
り
生
き
い

き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
を
目
指
し
、
昨
年
度
に

引
き
続
き
同
ス
ロ
ー
ガ
ン

の
も
と
編
成
し
ま
し
た
。

さあ、
新年度がはじまります。

また一歩、前へ！

未来につながる
もとみや創生

未来につながる

もとみや創生！
未来につながる

もとみや創生！

みんなが活躍
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１ 「英国庭園」「コミュニティ交流広場」「第 2次総合計画」…14の新規事業

本宮の近い“ミライ”はこうなる
新年度からの新たな取り組み

英国庭園の整備、国際交流NEWS!

　英国ロンドン市ケンジントン＆チェルシー王立区のホーランド公園内にある「福島庭園」と、英国
のウィリアム王子が来訪された本市のプリンス・ウィリアムズ・パーク内に整備を進めている「英国
庭園」などとの間に姉妹庭園の協定を締結します。
　また、王立区などとのつながりを通して、国内外へ本市の魅力を発信するとともに、次代を担う国
際性豊かな人材の育成を図ります。

　

総
合
計
画
は
市
の
将
来
像
を

描
く
最
上
位
計
画
で
す
。
現
在

の
計
画
が
平
成
30
年
度
で
満
了

す
る
こ
と
か
ら
、
平
成
31
年
以

降
の
新
た
な
計
画
の
策
定
に
着

手
（
平
成
30
年
度
内
策
定
見
込

み
）
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら

の
ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
市
の

課
題
の
整
理
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
よ
り
、
県
か
ら

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の
農
地
転

用
許
可
に
係
る
権
限
の
移
譲
を

受
け
ま
す
。こ
の
こ
と
に
よ
り
、

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
農
地
利

用
の
最
適
化
や
申
請
期
間
の
短

縮
な
ど
申
請
者
の
利
便
性
の
向

上
を
図
り
ま
す
。

　

本
宮
市
商
工
会
が
10
周
年
を

記
念
し
て
発
行
す
る
プ
レ
ミ
ア

ム
商
品
券
に
対
す
る
補
助
を
行

い
ま
す
。

　　　

小
中
学
校
に
お
け
る
国
の
学

習
指
導
要
領
改
訂
へ
向
け
た
、

Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
環

境
整
備
の
た
め
、
電
子
黒
板
や

デ
ジ
タ
ル
教
科
書
な
ど
教
材
備

品
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

NEWS!NEWS!

NEWS!NEWS!

第
２
次
総
合
計
画
の
策
定

４
ヘ
ク
タ
ー
ル
以
下
の

農
地
転
用
の
権
限
移
譲

小
中
学
校
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化

（
電
子
黒
板
・
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
）

プ
レ
ミ
ア
ム
付

商
品
券
補
助

▲商工会が発行したプレミアム商品券

▲第一次総合計画

幼保学校課 
副主査 早川 舞

農業委員会事務局
主査 武藤 正昭
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その
part1

　阿武隈川の河川敷内に整備した親水公園「コミュニティ交流広
場（パークゴルフ場）」が今夏オープンします。この場所を、市民
をはじめ震災により避難されている方たちの交流の場として利活
用を図ります。

　

行
政
区
の
自
主
防
災
組
織
に
か
か
る
活
動

に
対
し
、
交
付
金
を
交
付
し
ま
す
。

　

創
業
支
援
実
施
計
画
に
基
づ
き
、
商
工
会
や
金
融

機
関
と
連
携
し
な
が
ら
、

創
業
希
望
者
に
対
し
て
、

窓
口
相
談
、
個
別
相
談

会
、
利
子
補
給
な
ど
の

支
援
を
行
い
ま
す
。

　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
第
2
児

童
館
に
犯
罪
防
止
と
事
故
防
止

の
た
め
の
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置

し
、
子
ど
も
た
ち
の
安
全
・
安

心
の
確
保
と
施
設
の
適
正
な
管

理
を
図
り
ま
す
。

　

保
育
所
な
ど
の
公
共
施
設
に
防
犯
器
具
（
ネ
ッ
ト

ラ
ン
チ
ャ
ー
）
を
設
置
し
、
施
設
利
用
者
の

安
全
・
安
心
を
確
保
し
ま
す
。

　

社
会
資
本
整
備
総
合
交
付
金
を
活
用
し
、
橋
り
ょ

う
長
寿
命
化
修
繕
計
画
に
基
づ
き
、
橋
り
ょ
う
の
修

繕
と
点
検
を
実
施
し
て
安
全
な
通
行
の
確
保
を
図
り

ま
す
。

　

平
成
29
年
度
か
ら
31
年
度
ま
で
の
継
続
事
業
と
し

て
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
に
対
し
五
百
川
跨
線
橋
修
繕
工
事

に
か
か
る
負
担
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

市
内
所
在
の
企
業
情
報

を
本
宮
市
の
公
式
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
に
掲
載
し
、
立
地

企
業
の
Ｐ
Ｒ
と
本
市
で
働

き
た
い
皆
さ
ん
へ
の
情
報

発
信
を
行
い
、
定
住
促
進

に
つ
な
げ
ま
す
。

　

平
成
29
年
3
月
12
日
に
道
路
交
通
法
が
改
正
さ

れ
、
高
齢
運
転
者
の
対
策
が
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
高
齢
者
の
皆
様
の
安
全
と
交
通
手
段
を

確
保
す
る
た
め
、
免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支

援
（
イ
ク
タ
ン
タ
ク
シ
ー
や
市
内
巡
回
バ
ス
の
利
用

券
の
交
付
）
を
行
い
ま
す
。

　

防
災
・
減
災
の
体
制
づ
く
り
と
し
て
、
防

災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を
招
へ
い
し
、
自
主
防
災

組
織
ら
に
対
す
る
助
言
な
ど
の
支
援
を
行
い

ま
す
。

NEWS!

NEWS!NEWS!

NEWS!NEWS!

NEWS!

創
業
支
援
実
施
計
画
に
基
づ
く
支
援

保
育
所
、
幼
稚
園
等
公
共
施
設
に

防
犯
カ
メ
ラ
設
置

保
育
所
等
公
共
施
設
に

防
犯
器
具
（
ネ
ッ
ト
ラ
ン
チ
ャ
ー
）
設
置

五
百
川
跨
線
橋
修
繕
工
事

市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
（
企
業
情
報
）
の
作
成

免
許
証
自
主
返
納
者
に
対
す
る
支
援

NEWS!NEWS!

自
主
防
災
組
織
活
動
に

対
す
る
助
成

防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
招
へ
い

コミュニティ交流広場
（パークゴルフ場）オープン

NEWS!

秘書広報課 副主査 大内 麻美

未来につながる もとみや創生！未来につながる もとみや創生！
みんなが活躍

商工観光課 主事 竹田 淑恵

総務課 副主査 白井 健介

広報もとみや4月号7



その2
part2

平
成
29
年
度
の
重
点
事
業

本
宮
市
を
つ
く
る〝

５
つ
の
柱

〟

は
コ
レ
！

共
に
支
え
あ
う

や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り

活
力
あ
る

ふ
る
さ
と
の
ま
ち
づ
く
り

「
安
全
・
環
境
・
暮
ら
し
」「
子
育
て
・
福
祉
・
健
康
」「
人
材
育
成
」
…
５
つ
の
重
要
キ
ー
ワ
ー
ド

しごと・農商工業

子育て・福祉・健康みんなが健康長寿で安心して暮らせるよう、支えあ
いのまちづくりを推進します。

若者が希望の持てるバラエティーに富んだ仕事づく
りや産業の振興を推進します。

子育て支援

農林業の振興

商工業等の振興

観光物産の振興

心と体の健康づくり

高齢者福祉

障がい児・障がい者福祉

子ども医療費の助成 ▼ 202,414 千円、保育料等の助成 ▼第 1子：無
料または 5千円減免、第 2子：同時在所の場合無料 ほか

担い手支援 ▼ 6,394 千円、特産作物の振興（種子等の購入支援、
病害虫防除支援） ▼ 2,150 千円、森林の保全（病害虫防除、間
伐等による放射性物質の削減） ▼ 87,079 千円、有害鳥獣の捕獲

▼ 4,346 千円、農地等除染（ため池放射性濃度詳細調査ほか） ▼

93,698 千円 ほか

商工業振興団体の支援 ▼ 18,819 千円、商工業経営支援（既存企
業や新規創業者に対する利子補給等）

▼ 68,317 千円、企業立地の推進（企
業情報ホームページの作成） ▼ 3,226
千円、シルバー人材センターの支援 ▼

6,021 千円 ほか

観光案内・宣伝 ▼ 694 千円、観光団体運営の支援（春・夏・秋まつりほか）

▼ 21,370 千円 ほか

妊産婦の健康管理（健診・パパママ教室・不妊治療費助成等） ▼ 33,111 千円、
放射線健康管理（ガラスバッジ、ホールボディーカウンター、甲状腺検査
ほか） ▼ 50,802 千円、子どもの体力づくり・遊び場の提供（プリンス・ウィ
リアムズ・パーク） ▼ 39,348 千円 ほか

多世代及び大学生交流事業（えぽか内） ▼

7,657 千円、敬老会の開催 ▼ 6,462 千円、老
人憩の家の整備 ▼ 171,584 千円、介護予防
の推進（いきいき百歳体操ほか） ▼ 645 千円、
生活支援・介護予防サービスコーディネーターの配置 ▼ 200 千円 ほか

重度障がい者等タクシー料金助成 ▼ 1,888 千円、障がい者共同生活援助等施設
運営費支援 ▼ 3,000 千円、重度心身障がい児通学支援 ▼ 5,512 千円 ほか

▲企業立地の推進のため企業
情報の発信を充実させます

▲いきいき百歳体操

8広報もとみや4月号



安
全
・
安
心
な

環
境
の
ま
ち
づ
く
り

豊
か
な
心
と
創
造
性
あ
ふ
れ
る

人
材
育
成
の
ま
ち
づ
く
り

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

自
立
し
た
ま
ち
づ
く
り

人材育成
市民協働

安全・環境・暮らし安全・安心で、便利で暮らしやすいまちづくりを進めます。

未来を担う人づくり、生涯学習
の機会の提供や文化・スポー

ツの振興を推進する取組を行います。

市民の活躍を応援するとともに、
行政は市民の視点に立った運

営・活動を行います。

消防・防災の体制 環境保全・食対策

安全・安心な水環境

防犯対策

都市基盤の形成
快適な住環境の形成

学校教育の推進地域コミュニティ活動・行政活動の推進

生涯学習・文化スポーツ

防災通信施設（戸別受信機） ▼ 10,813 千円、防
災体制の整備（自主防災組織の設置及び活動に対
する補助、防災アドバイザーの招へいほか） ▼

3,570 千円、防災訓練の実施 ▼ 2,622 千円 ほか

道路の維持補修 ▼ 63,330 千円、生活道路小規模
改良 ▼ 48,930 千円、橋りょう維持（五百川跨線
橋修繕工事負担金ほか） ▼ 37,976 千円、市営住
宅維持管理 ▼ 13,790 千円、住宅建築耐震化一部
助成 ▼ 1,382 千円 ほか

太陽光発電システム設置支援 ▼ 3,200 千円、道路・
生活圏森林等除染 ▼ 1,405,850 千円、農産物等放
射性物質検査 ▼ 33,796 千円 ほか

浄化槽設置支援 ▼ 13,677 千円、下水道汚水処理施設整備

▼ 24,455 千円、上水道施設整備 ▼ 562,696 千円 ほか

防犯灯の整備 ▼ 5,747 千円、・保育所等公共施設に防
犯カメラ設置 ▼ 2,121 千円、保育所等公共施設に防
犯器具（ネットランチャー）設置 ▼ 273 千円 ほか

地域公共交通運行の支援（デマンドタクシー、巡回バス、免許証自主
返納者への支援ほか） ▼ 39,553 千円、水路の改良 ▼ 26,800 千円、
本宮駅周辺東西アクセス整備 ▼ 284,288 千円、まちづくり道路整備
（市道万世・中條線） ▼ 53,408 千円、五百川駅前広場整備（事業推
進に向けた検討） ▼ 273 千円、下水道雨水処理施設整備 ▼ 34,930
千円 ほか

学力の向上 ▼ 6,443 千円、小中学校 ICT 化
（電子黒板・デジタル教科書） ▼ 13,695 千
円、小中学校メニュー選択性補助金 ▼ 6,366
千円、スクール
ソーシャルワー
カー配置（不登
校、いじめ対策）

▼ 9,263 千円 
ほか

行政区の支援 ▼ 34,865 千円、広報もとみ
やの発行 ▼ 10,602 千円、ホームページ管
理 ▼ 1,836 千円、本宮市 PR 事業（イベン
ト出演、キャラクターグッズ等） ▼ 2,101
千円、総合計画策定（計画策定に向けた市
民意識調査の実施） ▼ 7,752 千円 ほか

各種市民講座 ▼ 332 千円、文化芸術行事開催（民俗芸
能大会・小学校芸術鑑賞教室・市民芸術鑑賞ほか） ▼

4,679 千円、もとみやロードレース大会 ▼ 1,385 千円、
スポーツ交流（埼玉県上尾市） ▼ 3,007 千円、まゆみ
アリーナ運営 ▼ 4,258 千円　ほか

▲デジタル教科書と電子黒板を使った学習

▲

市
民
参
加
の
総
合
防
災
訓
練

未来につながる もとみや創生！未来につながる もとみや創生！

▲市民の意見を市政へ反映させるため、市内各地
域で行っている地域懇談会

みんなが活躍

9 広報もとみや4月号
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定住・交流人口、少子化対策…
重要課題への対応

定
住
促
進
の
た
め
に

結
婚
支
援
の
た
め
に
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1,200

転入 -転出
転出
転入

平
成
28
年

平
成
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年

平
成
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年

平
成
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年

平
成
24
年

平
成
23
年

平
成
22
年

平
成
21
年

平
成
20
年

平
成
19
年

1,051

-4

+3
+46

-36

-304
-220

-87
-10

+31
+99

1,055

1,037 991

1,007

1,139
1,046

963
1,054

988
954

1,040 1,037

971 835 826

876

1,044

1,019
1,053

【人】

　

平
成
23
年
の
マ
イ
ナ
ス
３
０
４
人

を
ピ
ー
ク
に
震
災
以
降
、
市
外
へ
の

転
出
超
過
が
続
い
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
27
年
に
よ
う
や
く
プ
ラ
ス
31
人

の
転
入
増
加
に
転
じ
、
さ
ら
に
平
成

28
年
に
は
プ
ラ
ス
99
人
の
転
入
超
過

と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
活
力
維
持

に
は
、
人
口
減
少
対
策
は
大
変
重
要

で
す
。

　

　

平
成
29
年
度
は
、
マ
イ
ホ
ー
ム
取

得
奨
励
金
や
事
業
者
向
け
の
宅
地
造

成
奨
励
金
な
ど
住
宅
に
関
す
る
施
策

を
は
じ
め
、
充
実
し
た
子
育
て
支
援
、

多
彩
な
子
供
の
遊
び
場
、
好
立
地
条

件
な
ど
市
の
住
み
よ
さ
情
報
の
発
信

を
強
化
し
な
が
ら
、
本
市
へ
の
移
住
・

定
住
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

市
で
は
、
本
宮
市
内
に
マ
イ
ホ
ー

ム
を
購
入
し
た
人
へ
奨
励
金
を
支
給

し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
平
成
30
年
度
ま
で
に
、

居
住
目
的
で
市
内
に
住
宅
を
新
築
し

た
人
、
も
し
く
は
購
入
し
た
人　

※
市
外
か
ら
の
転
入
か
市
内
で
の
転

居
に
よ
る
も
の
（
建
て
替
え
に
よ
る

も
の
は
除
く
）

【
支
給
額
】
①
中
学
生
以
下
の
お
子

さ
ん
が
い
る
世
帯
：
30
万
円
（
う
ち
、

３
万
円
分
を
商
品
券
で
支
給
）

②
そ
の
他
の
世
帯
：
20
万
円
（
う
ち
、

２
万
円
を
商
品
券
で
支
給
）

　

市
内
で
宅
地
造
成
を
行
う
事
業
者

に
奨
励
金
を
支
給
し
て
い
ま
す
。

【
対
象
者
】
平
成
30
年
度
ま
で
に
事

業
が
完
了
し
て
い
る
造
成
で
、
１

区
画
当
た
り
の
面
積
が
１
６
５
平
方

メ
ー
ト
ル
以
上
で
、
一
団
の
土
地
に

３
区
画
以
上
あ
る
も
の

【
支
給
額
】
１
区
画
あ
た
り
20
万
円

（
上
限
３
０
０
万
円
）

　

少
子
化
の
進
行
は
、
様
々
な
要
因
が
複
雑
に

絡
み
合
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
妊

娠
・
出
産
、
子
育
て
支
援
と
い
う
段
階
へ
の
少

子
化
対
策
に
加
え
、
そ
れ
以
前
の
段
階
で
あ
る

結
婚
へ
の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

平
成
29
年
度
は
、
未
婚
者
の
出
会
い
創
出
に

向
け
た
サ
ポ
ー
ト
や
結
婚
に
伴
う
新
生
活
へ
の

支
援
を
実
施
し
、
地
域
の
活
力
維
持
に
繋
げ
て

い
き
ま
す
。

　

未
婚
者
が
増
加
し
て
い
る
背
景
に
出
会
い
の

不
足
が
要
因
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
結
婚
活
動
支
援
者
と
の
連
携
や
、
結
婚

活
動
に
資
す
る
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催
、
さ
ら
に
は

出
会
い
の
場
の
創
出
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
開
催
に

よ
り
、
未
婚
者
の
結
婚
活
動
を
支
援
し
ま
す
。

　

結
婚
に
伴
う
新
生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
経
済
的

に
支
援
す
る
た
め
、
新
居
の
住

居
費
や
引
越
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す

（
所
得
要
件
等
あ
り
）。

※
平
成
29
年
度
は
、
補

助
上
限
を
18
万
円
か
ら

24
万
円
に
引
上
げ
ま
す
。

■社会動態（転入・転出）の一覧

マ
イ
ホ
ー
ム
取
得
奨
励
金

結
婚
新
生
活
支
援
事
業

宅
地
造
成
奨
励
金

出
会
い
サ
ポ
ー
ト
事
業

居
の
住

補ら。
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地方譲与税など

市債

繰入金・繰越金など
地方交付税

県支出金

国庫支出金

市税

歳入
134 億
5000 万円

38 億 6,082 万円

13億 893万円

21億 8,985 万円

30億 58万円

15億 1,207 万円

7億 6,990 万円

8億 785万円

その他

公債費

教育費

消防費

土木費
商工費

農林水産業費

衛生費

民生費

総務費

議会費

歳出
134 億
5000 万円

1 億 8,186 万円

13億 3,614 万円

38億 3,157 万円

24億 4,213 万円

5億 6,234 万円

7億 4,115 万円
12億 3,890 万円

4億 9,874 万円

14億 7,926 万円

10億 4,196 万円

9,595 万円

【特別会計・企業会計】

【一般会計】

会計名 予算額 会計名 予算額
国民健康保険 35億 9,704 万円 公共下水道事業 8億　533万円
後期高齢者医療 2億 6,792 万円 工業用地造成事業 5億 9,409 万円
介護保険 24億 6,119 万円 工業用地資産運用事業 1億 1,462 万円

合計 78億 4,019 万円

会計名 予算額
水道事業（収益的支出） 9億 3,486 万円

 予算
budget

新
年
度
事
業
を
成
す

一
般
会
計
・
特
別
会
計
予
算

平
成
29
年
度
一
般
会
計
予
算
１
３
４
億
５
千
万
円

未来につながる もとみや創生！未来につながる もとみや創生！
みんなが活躍
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12広報もとみや4月号

TOPICS題話

１
周
年
祝
い
感
謝
祭

　

認
知
症
の
人
や
そ
の
家
族
が
集

い
、
交
流
の
で
き
る
認
知
症
カ

フ
ェ
「
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ
ま
ゆ

み
」
の
１
周
年
感
謝
祭
は
２
月
28

日
、
落
合
会
東
北
病
院
デ
イ
ケ
ア

施
設
「
ま
ゆ
み
の
実
」
内
の
同
カ

フ
ェ
で
開
か
れ
ま
し
た
。
感
謝
祭

に
は
関
係
者
約
60
人
が
出
席
。
カ

フ
ェ
を
運
営
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
伊
藤
豊
子
代
表
が
あ

い
さ
つ
し
、
落
合
会
の
落
合
紳
一

郎
理
事
長
ら
が
祝
辞
を
述
べ
ま
し

た
。「
あ
っ
た
か
カ
フ
ェ
ま
ゆ
み
」

は
、
昨
年
２
月
に
開
所
し
、
毎
月

第
２
、
第
４
火
曜
日
に
認
知
症
に

つ
い
て
の
相
談
や
交
流
が
図
れ
る

カ
フ
ェ
と
し
て
多
く
の
人
が
訪
れ

て
い
ま
す
。

消
防
車
両
２
台
を
交
付

　

本
宮
市
消
防
団
の
車
両
交
付
式

は
、
2
月
26
日
、
本
宮
市
役
所
駐

車
場
で
行
わ
れ
、
高
松
市
長
か
ら

国
分
宏
明
団
長
へ
消
防
車
両
が
交

付
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
付
さ
れ
た
車
両
は
、
消
防
ポ

ン
プ
車
1
台
、
消
防
小
型
動
力
ポ

ン
プ
積
載
車
1
台
で
、
本
宮
第
7

分
団
と
白
沢
第
6
分
団
へ
そ
れ
ぞ

れ
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

駅
前
市
街
地
で
送
水
訓
練

　

本
宮
市
消
防
団
は
、
有
事
の
際

の
迅
速
な
消
火
活
動
の
た
め
、
３

月
12
日
、
本
宮
駅
前
の
中
條
地
内

で
中
継
送
水
訓
練
を
行
い
ま
し

た
。

　

本
宮
市
消
防
団
の
全
分
団
が
訓

練
に
参
加
し
、
市
街
地
４
カ
所
か

ら
水
利
を
取
り
、
協
力
し
あ
い
な

が
ら
中
継
し
、
火
点
の
阿
武
隈
川

へ
向
か
っ
て
放
水
し
ま
し
た
。

　

水
利
か
ら
火
点
ま
で
が
遠
い
場

合
な
ど
は
、
中
継
が
不
可
欠
で
あ

る
た
め
、
団
員
は
真
剣
な
表
情
で

迅
速
で
確
実
な
中
継
を
身
に
着
け

よ
う
と
訓
練
し
て
い
ま
し
た
。　

本
宮
市
チ
ー
ム
の
健
闘
光
る

　
「
第
35
回
上
尾
市
民
駅
伝
競
走

大
会
」
が
２
月
12
日
、
上
尾
運
動

公
園
陸
上
競
技
場
と
そ
の
周
辺

コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
、
本
宮
市
か

ら
３
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

昨
年
行
わ
れ
た
も
と
み
や
駅
伝

競
走
大
会
成
績
優
秀
チ
ー
ム
を
中

心
に
出
場
し
、
上
位
に
食
い
込
む

成
績
を
残
し
ま
し
た
。
詳
し
い
個

人
成
績
は
本
宮
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
大
会
結
果
】
小
学
生
男
子　

五
百
川
小
学
校
チ
ー
ム　

第
12
位

（
83
チ
ー
ム
中
）
／
中
学
生
女
子　

中
学
生
女
子
選
抜
チ
ー
ム　

第
10

位
（
36
チ
ー
ム
中
）
／
中
学
生
男

子　

中
学
生
男
子
選
抜
チ
ー
ム　

第
８
位
（
53
チ
ー
ム
中
）

全
国
児
童
才
能
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

　

太
田
桃
花
さ
ん
（
糠
沢
小
６

年
）
の
「
ミ
ツ
バ
チ
と
私
〜
小
さ

な
命
の
観
察
記
録
〜
」
が
第
53
回

全
国
児
童
才
能
開
発
コ
ン
テ
ス
ト

の
科
学
部
門
で
全
国
都
道
府
県
教

育
委
員
協
議
会
会
長
賞
に
輝
き
ま

し
た
。

　

作
品
は
、
祖
父
が
飼
っ
て
い
る

ミ
ツ
バ
チ
の
観
察
を
小
学
５
年
生

の
春
か
ら
始
め
、
ほ
ぼ
毎
週
観
察

結
果
を
記
録
し
、
フ
ァ
イ
ル
８
冊

分
と
標
本
２
ケ
ー
ス
分
に
ま
と
め

完
成
し
ま
し
た
。

　

太
田
さ
ん
は
小
学
４
、５
年
生

の
と
き
に
も
同
コ
ン
テ
ス
ト
科
学

部
門
で
上
位
入
賞
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

分団が協力しあい行った中継送水訓練

高松市長に受賞を報告した太田桃花さん（左から 2

人目）と母の恵美子さん（左から3人目）

認知症カフェの１周年感謝祭

白沢第6分団に配備された消防小型動力ポンプ積載車（写真左）と本宮第7分団に
配備された消防ポンプ車（写真右）

上尾市民駅伝で健闘した本宮市チーム
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TOPICS題話

　『私が生まれて育った町』　
　旧本宮町南町裡26番地（駅前通り）に1954年に生まれ、安達高校を卒業し、上京するまで在住しておりました。いわ
ゆる、戦後一桁の世代でしょうか。まだ、物資が豊富では無く、コールテンと呼ばれるコーデュロイの大きな目のズボンを
履き、下駄を履き、ボールとバットが遊び道具の日常でした。森繁久彌の「警察日記」が封切りされた年に生まれたことも
後日わかりました。中央館（映画館）、本宮方式映画教室、地元で撮影し出演させていただいた「心の山脈」後にアフレコ（声
を後日映像にかぶせる）で東京へ来れたこと、山岡久乃さんなど出演者に会えたことなど良い思い出です。「サンライズもと
みや」の竣工に際してガラスモザイクの壁画を作らせていただいたこと。「60歳の記念に」友人たちの計らいで市内2カ所
で個展（絵画）ができたこと。などなどたくさんの友人先輩諸氏のおかげで、今も私の制作のバックグラウンドが「郷里も
とみや」に間違いありません。風景が変わり、人が代替わりしても故郷への想いは不変なのでしょう。

東京もとみや会通信 その23

「
次
な
る
10
年
に
向
け
て
」

　

皆
さ
ん
、
こ
ん
に
ち
は
。

　

日
ご
と
に
暖
か
さ
が
増
し
、
木
々
の
芽
が

吹
き
始
め
春
の
気
配
を
感
じ
る
季
節
と
な
り

ま
し
た
。

　

さ
て
、
３
月
５
日
に
「
本
宮
市
誕
生
10
周

年
記
念
式
典
」
が
、
多
数
の
ご
来
賓
の
皆
様

並
び
に
市
民
の
皆
様
の
ご
出
席
を
い
た
だ
き

挙
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

勇
壮
な
大
太
鼓
の
演
奏
で
幕
が
開
き
、
続

い
て
東
日
本
大
震
災
で
亡
く
な
ら
れ
た
方
々

へ
黙
と
う
を
捧
げ
、
式
で
は
合
併
に
際
し
多

大
な
る
ご
尽
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
、

本
市
発
展
の
礎
を
築
か
れ
た
方
々
、
そ
し

て
、
本
市
復
興
の
た
め
、
ま
た
、
市
政
振
興

発
展
に
多
く
の
寄
付
を
お
寄
せ
い
た
だ
い
た

方
々
に
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
状
を
贈
呈
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
記
念
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
と

し
て
、「
と
も
に
今
日
ま
で
！
そ
し
て
こ
の

時
間
（
と
き
）
か
ら
、
輝
く
未
来
へ
！
」
と

題
し
、
市
民
の
歌
「
み
ず
い
ろ
の
ま
ち
」
作

曲
者
の
Ｙ
Ｕ
Ｋ
Ｉ
Ｙ
Ｏ
Ｓ
Ｈ
Ｉ
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
演
奏
に
合
わ
せ
、
合
併
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
の
本
宮
市
の　

10
年
の
あ
ゆ
み
を
映
像

で
表
現
し
、
市
民
の
皆
様
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
い
た
約
１
万
枚
の
写
真
を
基
に
「
元
気

も
と
み
や
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
」
を
デ
ザ
イ
ン

し
た
巨
大
モ
ザ
イ
ク
ア
ー
ト
の
披
露
や
、
将

来
の
自
分
に
、成
長
し
た
我
が
子
に
な
ど
１
，

１
０
５
通
の
10
年
後
に
届
く
手
紙
が
、
子
ど

も
達
か
ら
ま
ゆ
み
ち
ゃ
ん
に
預
け
ら
れ
ま
し

た
。
フ
ィ
ナ
ー
レ
で
は
、
１
０
０
名
を
超
え

る
小
学
生
が
市
民
憲
章
の
朗
読
、
市
民
の
歌

を
斉
唱
し
、
会
場
全
体
が
一
体
と
な
っ
た
式

典
に
は
、
感
動
を
覚
え
ま
し
た
。
多
く
の
市

民
の
皆
様
に
ご
参
加
い
た
だ
き
、
皆
様
と
と

も
に
本
市
の
10
周
年
の
節
目
を
祝
い
、
次
な

る
10
年
に
向
け
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
「
福

島
の
へ
そ
の
ま
ち
」
と
し
て
の
元
気
を
全
国

に
発
信
し
た
い
と
の
思
い
を
強
く
し
た
と
こ

ろ
で
す
。

　

平
成
29
年
度
予
算
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
み
ん
な
が
活
躍
！
！
未
来

に
つ
な
が
る　

も
と
み
や
創
生
」
と
し
て
予

算
を
編
成
し
、
３
月
市
議
会
定
例
会
に
お
い

て
慎
重
な
る
審
議
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
平

成
29
年
度
に
つ
い
て
も
、
復
興
の
加
速
は
も

ち
ろ
ん
の
こ
と
、
地
方
創
生
を
本
格
的
に
進

め
る
た
め
、
定
住
対
策
を
強
力
に
進
め
て
ま

い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
Ｊ
Ｒ
東
日
本
と
基
本
協
定
を
締
結
し
進
め

て
お
り
ま
し
た
「
本
宮
駅
東
西
自
由
通
路
等

の
基
本
設
計
」
及
び
新
た
な
賑
わ
い
の
拠
点

と
し
て
の
「
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
の
基
本
設

計
」
が
、
自
由
通
路
等
整
備
推
進
検
討
委
員

会
の
ご
意
見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
完
成
し
ま

し
た
。
駅
舎
の
東
口
か
ら
は
、
安
達
太
良
山

な
ど
の
山
並
み
の
風
景
に
溶
け
込
む
傾
斜
フ

レ
ー
ム
と
し
、
周
辺
の
風
景
と
の
調
和
の
取

れ
た
デ
ザ
イ
ン
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
今
後

は
、
基
本
設
計
に
基
づ
き
実
施
設
計
を
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　

４
月
は
、
新
た
な
生
活
が
始
ま
る
月
、
進

学
に
就
職
に
と
新
た
な
ス
タ
ー
ト
の
季
節
で

す
。
ま
た
、
季
節
の
変
わ
り
目
で
も
あ
り
ま

す
の
で
、体
調
管
理
に
充
分
ご
留
意
の
う
え
、

お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  （
３
月
22
日
執
筆
）
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本宮市長
高松義行

入会およびお問い合わせは、下記 「東京もとみや会」 事務局へ
千葉県柏市南逆井6-3-13  野地　博  ☎ 04-7175-0517  E メール：hiroshi-nj@jcom.home.ne.jp

東京もとみや会 理事

冬室昌宏さん

委員 10人に委嘱状を交付
　2月 16 日に、第 1回本宮市排水対策基本計画検
討委員会が開催され、高松市長より各委員に委嘱状
が交付されました。この委員会は、万世 ･千代田地
区等の浸水被害を軽減するための排水対策基本計画
を策定します。

市内小学校7校と中学校3校で卒業式
　3月 13日、市内中学校 3校では卒業式が開かれ、
生徒 319人がそれぞれの目標に向かい巣立っていき
ました。また、３月 23日には市内小学校 7校で卒
業式が開かれ、児童 314人が卒業、中学校へ向けて
の第一歩を踏み出しました。

3月 13日行われた白沢中学校卒業式委員の皆さんに委嘱状が交付されました
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高木第 5町内会自主防災会
命と初期消火学ぶ救

第3回絆コンサート

藤睦さんら演奏披露

きめこみパッチワーク講座

ッチワーク作り楽しむパ 

　高木第 5町内会自主防災会の防災訓練が 3月 4
日、第 5町内会集会所で行われ、救命講習と初期
消火について学びました。会員 22人が参加し、南
消防署職員の指導で、心臓マッサージや消火器の取
り扱いなどを実践しました。自主防災会は、昨年 4
月に発足。「防災意識の高揚につなげていきたい」
と訓練を実施しました。

　第 3回絆コンサートは 2月 25 日、もと
みやオーブで行われ、約 200 人の来場者が
プロの演奏を楽しみました。本宮一中吹奏楽
部の皆さんがオープニング演奏を飾り、第 1
部では佐々木洋子さんによるクラシック講座
がありました。迎えた第 2部では、本宮市
出身のクラリネット奏者・伊藤睦さんと読売
日本交響楽団メンバーの皆さんが、モーツァ
ルトやブラームスを演奏しました。

　白沢公民館では、1月 28日、2月 4日の全 2回
で「きめこみパッチワーク」講座が開催されました。
パーツごとに分かれた生地を、見本を参考にしなが
ら台紙に目打ちを入れていき、フクロウやツルなど
の作品を作りました。受講生の皆さんは、出来上がっ
た作品を、額に入れ満足そうにお互いに見せ合って
いました。

心臓マッサージの方法を学ぶ会員

①モーツァルトのAllegro KV Anh.91(516c)を演奏する伊藤睦さんら　②オー
プニングを務めた本宮一中吹奏楽部の皆さん　③深いクラシックへの造詣でこれ
から演奏する曲について解説する佐々木洋子さん

講師の国分玲子先生に教わりながら作品を仕上げていく受講者

①

②③

伊
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安達太良三六会
山公園に三春滝桜の子孫植樹花 

第 11回本宮市民卓球大会
マッシュ 試合熱戦ス 

第 11回本宮市民ハンドボール大会
流試合楽しむ交 

　昭和 36年本宮一中卒業生からなる安達太良三六
会の皆さんから、3月 11 日、花山公園に樹齢 18
年生のエドヒガンの枝垂れ桜 2本を寄付・植樹い
ただきました。この桜は、三春滝桜の子孫で、この
ほかにも安達太良神社や弁天公園などに 24本植樹
しています。会長の長尾憲治さんは「桜の名所とし
て市民憩いの場となってほしい」と話していました。

　第 11回本宮市民卓球大会は、3月 12日、本宮
市総合体育館で開催され、21 チーム 143 人が参
加しました。団体男女、個人一般男女、個人中学生
男女、60歳以上ラージボールの 7種目で競われま
した。　【大会優勝者】団体男子・10区 B/ 団体女子・本宮高校 /個
人一般男子・津田龍也 /個人一般女子・北沢椎奈 /個人中学男子・本多

和真 /個人中学女子・大槻優 /60歳以上・糠沢登雄・安藤ちい子

　防災に関する科学実験ショー「防災エンスショー」
が 3月 4日、えぽかで行われ、サイエンスインス
トラクターの阿部清人さんが講演しました。
　ボールを使った地震の揺れの仕組みや、液状化現
象の仕組みなど、実験を交えながら災害のメカニズ
ムについてわかりやすく伝えました。

　第 11回本宮市民ハンドボール大会は、3月 5日、
本宮第一中学校体育館で開催され、10チーム 134
人が参加しました。一般男子、一般女子、交流試合
の部に分かれ、ハンドボールを楽しみ交流を深めて
いました。　【大会結果】男子の部 1 位 M・H・C 2 位 三代
目 JSB/ 女子の部 1 位 本宮クラブ 2 位 本宮高校 /交流試合 1 位 

本宮スポ少男子 2 位 本宮スポ少女子

激しい熱戦を繰り広げる参加者

ボールを使って地震のメカニズムを説明する阿部清人さん

チームでボールをつなぎ勝利を目指した

8メートルにもなる桜の木を植樹する三六会の皆さん

カメラ散歩  4 月号
CAMERA SANPO

防災エンスショー
害の仕組みを実験で解説災 
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私
と
妻
の
出
会
い
は
、
高
校
３
年

生
の
秋
で
し
た
。
あ
る
日
、
２
人
で

夜
空
を
眺
め
て
い
る
と
偶
然
、
流
れ

星
を
見
ま
し
た
。
実
は
そ
の
時
、「
こ

の
人
と
結
婚
で
き
た
ら
い
い
な
〜
」

と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
数
年
後
、

そ
の
願
い
を
叶
え
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　

そ
し
て
、
本
宮
市
で
の
２
人
の
生

活
が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
の
翌
年
の
春
、
桜
が
咲
く
前
に

元
気
な
男
の
子
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
家
族
３
人
で
の
新
し
い
生

活
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
な
に
も

か
も
が
初
め
て
の
こ
と
ば
か
り
で
不

安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
か
わ
い
い
息

子
の
姿
を
見
て
い
る
だ
け
で
、
そ
ん

な
不
安
は
吹
き
飛
ん
で
し
ま
い
ま
し

た
。
子
ど
も
の
パ
ワ
ー
は
不
思
議
な

く
ら
い
私
に
頑
張
る
力
を
与
え
て
く

れ
ま
す
。

　

さ
ら
に
昨
年
の
秋
に
は
、
待
望
の

女
の
子
が
生
ま
れ
、
に
ぎ
や
か
な
４

人
家
族
と
な
り
ま
し
た
。
お
産
す
る

ま
で
、
た
く
さ
ん
の
壁
を
乗
り
越
え

た
か
ら
こ
そ
、
今
の
幸
せ
を
改
め
て

感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

長
男
は
と
て
も
優
し
い
性
格
な
の

で
、
妹
が
泣
い
て
い
る
と
、
す
か
さ

ず
駆
け
寄
っ
て
頭
を
な
で
た
り
、
声

を
か
け
た
り
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
て
い

る
と
、
自
然
と
私
も
笑
顔
に
な
れ
ま

す
。

　

い
つ
ま
で
も
家
族
み
ん
な
が
笑
顔

で
い
ら
れ
る
よ
う
、
こ
れ
か
ら
も
一

生
懸
命
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

「
私
の
自
慢
の
家
族
」

　3年前に結婚式を
挙げました。たくさ
んの方々にお祝いし
ていただき、私たち
にとって忘れられ
ない素敵な思い出
となりました！！

わたしの
いいね！

6 月号は
　私が書きます！

次回は
曽我清隆さん（和田）です

今回のライター

松谷 英司郎さん
　　　　　　　　　  （本宮）

私
の
随想録

― Eijiro
　　　　Matsuya ―

は
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明
治
30
年
代
創
業
の
柏
屋
食
堂

が
、
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
を
出
す
よ
う

に
な
っ
た
の
は
、
大
正
元
年
か
ら

で
し
た
。
３
代
目
が
福
井
で
食
べ

た
ソ
ー
ス
カ
ツ
丼
に
感
銘
を
受

け
、
試
行
錯
誤
を
し
な
が
ら
完
成

さ
せ
た
の
が
、
現
在
の
名
代
ソ
ー

ス
カ
ツ
丼
で
す
。
継
ぎ
足
し
継
ぎ

足
し
使
っ
て
い
る
秘
伝
の
ソ
ー
ス

は
、
あ
っ
さ
り
甘
め
で
幅
広
い
年

代
か
ら
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。
豚
肉

は
無
菌
の
も
ち
豚
を
手
切
り
の

上
、
叩
い
て
柔
ら
か
く
し
揚
げ
て

い
ま
す
。
ご
は
ん
は
地
元
の
コ
シ

ヒ
カ
リ
を
毎
日
自
家
精
米
し
て
提

供
し
て
い
ま
す
。

　

お
す
す
め
の
ヒ
レ
ソ
ー
ス
カ
ツ

丼
は
、
カ
ツ
の
枚
数
を
４
枚
・
３

枚
・
２
枚
・
１
枚
と
選
べ
、
老
若

男
女
食
べ
や
す
く
人
気
で
す
。

ランチ
の

じかん
time for lunch

大正元年から続く自慢の味

柏屋食堂
■営業 11:00 ～ 15:30 ／ 16:30 ～ 20:00

▼店主の松山大洋さん

ヒレソースカツ丼／ 1,050 円

■住所　本宮字仲町 33
■電話　34-2129
■定休　火曜日
■駐車場　25台

SHOP INFO

本
宮
か
る
た
巡
礼

そ
の
一

本
宮
か
る
た
と
は
…

　
『
本
宮
か
る
た
』
は
地
元
の
歴
史
や
伝

説
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま
っ
た
か
る
た
で
す
。

か
る
た
遊
び
を
通
し
て
、
少
し
で
も
地
域

を
知
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
い
い
な
と
思

い
『
本
宮
む
か
し
む
か
し
の
会
』
を
中
心

に
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
制
作
し
ま
し

た
。
平
成
23
年
３
月
に
完
成
し
、
震
災
後

の
９
月
に
発
表
し
ま
し
た
。

　

か
る
た
制
作
に
あ
た
っ
て
は
、
本
宮
町

史
や
白
沢
村
史
な
ど
の
資
料
を
調
べ
て
、

各
地
に
伝
わ
る
民
話
や
伝
説
を
集
め
、
読

み
札
を
考
え
ま
し
た
。
読
み
札
の
場
所
は

す
べ
て
現
地
を
訪
れ
、
カ
メ
ラ
に
収
め
ま

し
た
。
絵
札
の
挿
絵
は
、
市
内
在
住
の
彫

刻
家
で
本
宮
美
術
協
会
長
の
遠
藤
徳
先

生
に
お
願
い
し
た
と
こ
ろ
、
快
く
引
き

受
け
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
先
生
の
素

晴
ら
し
い
絵
も
本
宮
か
る
た
の
魅
力
の

一
つ
で
す
。

　

一
枚
一
枚
に
物
語
の
あ
る
か
る
た
で

す
。
こ
れ
か
ら
の
連
載
を
見
て
、
で
き

た
ら
そ
の
場
所
に
行
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
読
み
札
の
意
味
と
そ
の
物
語
に
触

れ
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
か
る
た
は
、
え
ぽ
か
・
し
ら

さ
わ
夢
図
書
館
・
中

央
公
民
館
図
書
室
・

各
地
区
公
民
館
な
ど

に
お
い
て
あ
り
ま

す
。
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
遊
ん
で
も
ら
え
ば

幸
い
で
す
。

　

今
月
か
ら
新
コ
ー
ナ
ー
『
本
宮
か
る
た
巡
礼
』
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
本
宮

の
い
ろ
い
ろ
な
民
話
や
伝
説
を
集
め
た
本
宮
か
る
た
の
札
を
月
に
１
枚
ず
つ
取
り
上
げ
、
そ
の

い
わ
れ
や
所
在
地
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
本
宮
か
る
た
を
制
作
し
た
『
本
宮

む
か
し
む
か
し
の
会
』
代
表
の
伊
藤
豊
子
さ
ん
に
、
本
宮
か
る
た
と
は
な
に
か
や
、
制
作
の
目

的
な
ど
を
お
聞
き
し
ま
し
た
。

本宮むかしむかしの会 代表
伊藤 豊子 さん
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平
成
23
年
度
9
月
か
ら
、
中
学

生
以
下
の
子
ど
も
と
妊
婦
の
皆
さ

ん
が
ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
を
着
用
し
、
積

算
線
量
を
測
定
し
て
い
ま
す
。
平

成
28
年
度
２
回
目
（
９
月
・
10
月
・

11
月
）
の
測
定
結
果
が
ま
と
ま
り

ま
し
た
。

　

ガ
ラ
ス
バ
ッ
ジ
回
収
人
数
２
，

６
０
９
人
の
う
ち
、
最
小
値
は
検

出
限
界
値
未
満
、
最
大
値
は
０
．

３
３
㍉
シ
ー
ベ
ル
ト
、
全
体
の
平
均

値
は
3
カ
月
で
０
．
０
６
㍉
シ
ー
ベ

ル
ト
で
し
た
。

　

今
後
も
健
康
管
理
の
た
め
ガ
ラ

ス
バ
ッ
ジ
に
よ
る
検
査
を
継
続
し
て

い
き
ま
す
。

　

市
で
は
、
住
宅
周
り
の
生
活
圏

域
の
森
林
除
染
を
和
田
・
長
屋
・

高
木・仁
井
田
地
区
で
行
っ
て
お
り
、

今
後
、
関
下
・
白
岩
・
稲
沢
・
松
沢
・

糠
沢
・
荒
井
・
本
宮
・
青
田
・
岩

根
地
区
で
準
備
が
整
い
次
第
、
作

業
を
行
う
予
定
で
す
。

　

該
当
す
る
人
に
は
市
か
ら
順
次
、

通
知
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
作
業
内

容
の
確
認
の
た
め
施
工
会
社
が
各

家
庭
を
訪
問
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

　

道
路
除
染
は
、
白
岩
・
長
屋
・

高
木
・
仁
井
田
・
関
下
地
区
で
作

業
を
進
め
て
い
ま
す
。
今
後
、稲
沢・

松
沢
・
糠
沢
・
荒
井
・
本
宮
・
青
田
・

岩
根
地
区
で
順
次
作
業
を
行
う
予

定
で
す
の
で
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

放
射
能
除
染
・
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

セ
ン
タ
ー　

☎
63-

２
６
８
２

問 保健課（えぽか内）　健康増進係　☎ 63-2780

― 生活圏域の
森林除染と
道路除染が進行中

『 あゆみ 2 歩 』

　この結果から本宮市放射線健康リスク管理
アドバイザー野口邦和先生より次のとおりア
ドバイスをいただいています。

　グラフのとおり、ガラ

スバッジによる平均値の

外部線量は着実に低減し

続けています。

　線量の推移を見る限

り、最大値の外部線量も

着実に低減しています。

これは放射性セシウムの

物理的な壊変に伴う減衰、風雨などによる流

失（ウェザリング効果）、および除染の成果に

よるものです。安心して生活してください。

本宮市放射線健康
リスクアドバイザー 
野口邦和 先生

― ガラスバッジ
今年度 2 回目結果

『 あゆみ１歩 』

0.0

0.1

0.2

0.3
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0.14

0.12
0.11 0.10
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0.06 0.06
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９
月
か
ら
11
月

12
月
か
ら
２
月

６
月
か
ら
８
月

９
月
か
ら
11
月

12
月
か
ら
２
月

６
月
か
ら
８
月

９
月
か
ら
11
月

12
月
か
ら
２
月

６
月
か
ら
８
月

９
月
か
ら
11
月

12
月
か
ら
２
月

９
月
か
ら
11
月

９
月
か
ら
11
月

12
月
か
ら
２
月

6
月
か
ら
８
月

６
月
か
ら
８
月

野口先生のアドバイス

■搬入後の仮置き場の放射線量
【3月 13日現在】

地区名 測定値（平均値）
マイクロシーベルト／時

和　田 ０．０８
長　屋 ０．０９
高　木 ０．１３

仁
井
田

山　田 ０．０７
下ノ原 ０．０６
瀬戸川 ０．１１

関　下 ０．０９
稲　沢 ０．０６
松　沢 ０．０４
糠　沢 ０．１１
白　岩 ０．０６
本宮等 ０．１１

青
田

西万風 ０．０７
政ヶ入 ０．０６

岩
根

障子石 ０．０７
殿　田 ０．０９
上川原 ０．０６
五百渕 ０．０９
北　原 ０．０６

問



　

２
月
は
13
品
目
、
20
検
体
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
基
準
値
（
１

キ
ロ
あ
た
り
１
０
０
ベ
ク
レ
ル
）

を
超
え
た
も
の
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

　

こ
れ
か
ら
、
山
菜
類
が
採
れ
る

時
期
に
な
り
ま
す
。
野
生
の
タ
ラ

ノ
メ
な
ど
出
荷
制
限
と
な
っ
て
い

る
作
物
も
あ
り
ま
す
の
で
、
山
菜

な
ど
を
自
家
消
費
す
る
場
合
に

は
、
検
査
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　

自
家
消
費
用
の
農
産
物
な
ど
の

検
査
は
、
放
射
能
除
染
・
モ
ニ
タ

リ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
、白
沢
測
定
所
、

荒
井
測
定
所
の
３
カ
所
で
行
っ
て

い
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

４月１５日（土）本宮市春まつり
開催

【測定の申し込み先】（受付時間（平日）
午前 9時 30分から午後 4時 30分まで）
放射能除染・モニタリングセンター　☎ 63-2682
白沢測定所（白沢老人福祉センター内）☎ 44-2706
荒井測定所（荒井地区公民館内）　☎ 24-8781

― 自家用農産物の
　 モニタリング結果

『 あゆみ 3 歩 』

広報もとみや4月号19

本宮市春まつり。
みんなで楽しめる、フワフワバルーンなども
あるよ。
また、日中に上げる「煙竜花火」や桜を見な
がらの「夜桜花火」は必見。
みんなで楽しく、本宮市春まつりに行こう！

16 時：煙竜花火
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される人は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

国
保

KO
KU
H
O
N
EN
KIN
D
A
YO
RI

だ
よ
り

年
金

　
「
就
職
・
退
職
」　

国
保
・
国
民
年
金
の

　

手
続
き 

お
忘
れ
な
く
！

 20 歳以上の学生の皆さんへ  － 学生納付特例制度 －
　20歳以上の学生は、国民年金保険料の支払が猶予される ｢学生納付特例制度｣ を申請できます。この制度は、本人
の所得が一定以下の学生が対象となり、家族の所得は問いません。申請される人は、学生証（コピー可）か在学証明書
（平成 29年 4月以降に発行されたもの）と学生本人の印鑑を市役所にご持参ください。（本人申請の場合は印鑑不要）
　猶予期間は４月から翌年３月までとなり、1年ごとに申請が必要となります。

３月から４月にかけては、就職や退職・転職などが多い時期です。これらの異動に伴い保険証・
年金などに変更がある場合には、市役所市民課または白沢総合支所市民福祉課で手続きを

してください。

　国民健康保険と同様、就職や退職・転職された人は、市役所で手続きが必要です。国民健
康保険と年金をあわせて手続きします。
  なお、平成 29年４月～平成 30年３月までの国民年金保険料は、毎月 16,490 円となります。

※会社で社会保険加入の手続きをしている人は、いつから社会保険に加入するか確認し、まだ保険
証が届いていない場合でも社会保険加入日以降は国保の保険証は使用しないでください。
※国保の資格がないのに国保の保険証を使用した場合、本宮市で負担した医療費を後で返していた
だくことがあります。

国民健康保険の手続き

国民年金の手続き

　　ご注意ください！

届出に
必要なもの

●資格喪失証明書（社会保険を離脱したという証明）

※扶養者がいる場合は氏名が記載されているもの

●職場の健康保険の保険証

※扶養者がいる場合は全員分の保険証 ( コピー可）

●国民健康保険の保険証（全員分）

●申請者本人の印鑑（必要な場合があるため）

●身分確認できるもの（運転免許証など）

●世帯主のマイナンバー通知カードまたはマイナンバーカード

●年金手帳　※年金の手続きも必要な場合

手続き
できる人

●社会保険などを脱退した本人または同じ世帯の家族（別世帯の人が手続きする場合は、委任状が必要です）

退職などにより職場の健康保険を
脱退した場合

職場の健康保険に加入した場合

問 市民課　国保年金係　☎ 24-5342　白沢総合支所　市民福祉課　☎ 44-2114



今月の一冊
RECOMMEND

おすすめ新着本
NEW ARRIVALS

私の一冊
MEMORIES

『子どもの心の育て方』

恐竜ＭＡＰ　驚異の古生物をさがせ！

▼著者　佐々木 正美

▼出版　河出書房新社
　児童精神科医として長年子どもたちの心身の
健康を見守ってきた著者が、子どもとともに生
きていくすべての人に向けて書いた子育て論。
乳幼児期から思春期まで、その子の育ちに応じ
て読めるように構成されています。急激な社会
変化の中でも、子育てには決して変わらない真
実があるということに気づくことができます。

　「書かずにはおれない、書くことは食べることといっしょ
なんです。」（本文より）百歳の詩人の柔らかな文章は、書
かれている事柄が、厳しいことでも、すんなりと読んでし
まいます。家事の合間のわずかな時間にたびたび手にする
『百歳日記』ですが、慌しい日々の中で、忘れていた大切
なことを思い起こさせ、命に栄養が注がれたようになりま
す。読書はどこでしても、かぎりなく豊かな空間と時間が
広がります。【渡辺順子さん／糠沢】

土屋 健

『塩田の運動会』
那須 正幹

『いもうとガイドブック』
ポーラ・メトカーフ

『オルゴールのくるくるちゃん』
こみねゆら

『トランプ政権でこうなる！日本経済』
岩崎 博充

『71歳からの百名山』
高橋 尚子

『蜂蜜と遠雷』
恩田 陸

 英語のおはなし会
4月22日㈯ 11 時～ 11時 40分
しらさわ夢図書館
子どもの読書週間特別版。英語指導助手の先生による英語の絵本の読
み聞かせ、英語の歌やゲーム、イースターのイベント体験など。
幼児から小学生とその保護者、子どもの本に関心のある大人

 館内特別整理に伴う休館
4月  3日㈪～4月10日㈪  中央公民館図書室 
4月10日㈪～4月17日㈪  しらさわ夢図書館

と き

と き

ところ

ところ

内 容

内 容

対 象

図書館（室）イベント情報

しらさわ夢図書館　☎44-2112 　中央公民館図書室　☎33-2611 
どちらの窓口からも借りることができます。
【利用時間】㈫～㈯　9:30 ～ 20:00　㈰・㈷ 9:30 ～ 17:00
【休 館 日】 毎週月曜日（今月は館内特別整理休館があります）

 赤ちゃん・妊婦さんへのおはなし会
4月28日㈮ 11 時～ 11時 20分
しらさわ夢図書館
赤ちゃんへの絵本の読み聞かせやわらべうた、親子ふれあいあそび。妊婦
さん、新米ママ向けの赤ちゃんへの接し方、子育て豆知識などもお話します。
赤ちゃん（０・１・２才くらいまで）その保護者、妊婦さんとその家族対 象

と き
◀
『
百
歳
日
記
』

　

  

ま
ど
・
み
ち
お

本
活
の
ス
ス
メ

本
宮
の
書
斎
か
ら

21 広報もとみや4月号
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主へお願いします。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O Nお知らせ　I N F O R M A T I O N

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O Nお知らせ　I N F O R M A T I O N

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

第
10
回
本
宮
市
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
展

フ
ォ
ト
倶
楽
部
四
季
写
真
展　

　

３
月
18
日
㈯
か
ら
４
月
23
日
㈰　

午
前
９
時
か
ら

午
後
５
時
（
最
終
入
場
は
午
後
４
時
30
分
）
※
月
曜

日
休
館
（
祝
日
の
場
合
は
火
曜
日
）

　

白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル

　

白
沢
ふ
れ
あ
い
文
化
ホ
ー
ル　

☎
44-

３
１
８
５

え
ぽ
か
健
康
寄
席

　

４
月
22
日
㈯
午
後
１
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　

本
宮
ほ
ん
し
こ
芸
人
会
に
よ
る
寄
席

　

え
ぽ
か　

☎
63-

２
７
８
０

募

集

ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
利
用
団
体
登
録
受
付
中

　

屋
内
運
動
場
（
ま
ゆ
み
ア
リ
ー
ナ
）
の
平
成
29
年

度
の
利
用
団
体
登
録
を
受
け
付
け
し
て
い
ま
す
。
屋

内
運
動
場
を
利
用
す
る
場
合
は
、
必
ず
団
体
登
録
が

必
要
に
な
り
ま
す
。

　
　
　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

☎
33-

２
６
１
１

投
票
立
会
人
候
補
者
募
集

　

投
票
所
や
期
日
前
投
票
所
に
お
け
る
『
投
票
立
会

人
』
と
指
定
病
院
等
に
お
け
る
不
在
者
投
票
の
『
外

部
立
会
人
』
の
候
補
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

本
宮
市
在
住
の
有
権
者
で
、
明
る
い
選
挙
の
推
進

に
理
解
の
あ
る
人

※
選
挙
管
理
委
員
会
で
応
募
者
の
資
格
審
査
後
、
投

票
立
会
人
候
補
者
と
し
て
登
録
。
選
挙
の
際
、
候
補

者
に
は
日
程
を
確
認
の
上
、
選
任
し
ま
す
。

　

投
票
所
や
病
院
等
で
、
投
票
が
公
正
に
行
わ
れ
て

い
る
か
ど
う
か
を
確
認
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

応
募
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
選
挙
管
理
委

員
会
事
務
局
（
総
務
課
内
）
ま
た
は
白
沢
総
合
支
所

地
域
振
興
課
へ
持
参
、
も
し
く
は
郵
送
で
ご
応
募
く

だ
さ
い
。
応
募
用
紙
は
、
本
宮
市
役
所
・
白
沢
総
合

支
所
・
岩
根
出
張
所
・
中
央
公
民
館
・
え
ぽ
か
に
あ

り
ま
す
。
ま
た
、本
宮
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
か
ら
も『
投

票
立
会
人
応
募
用
紙
』を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

　

本
宮
市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局　

☎
24-

５
４
３
８

　

河
川
愛
護
モ
ニ
タ
ー
募
集

　

モ
ニ
タ
ー
期
間
は
７
月
１
日
か
ら
１
年
間

　

満
20
歳
以
上
で
、
担
当
区
間
（
本
宮
市
高
木
地
区

〜
上
ノ
橋
）
付
近
に
居
住
の
人

　

１
人

　

阿
武
隈
川
担
当
区
間
巡
回
に
よ
る
不
法
投
棄
な
ど

の
情
報
収
集
、
川
を
愛
す
る
心
の
普
及
啓
発
、
月
１

回
の
報
告

　

５
月
８
日
㈪
（
必
着
）
ま
で
に
必
要
事
項
（
要
問

い
合
わ
せ
）
を
記
載
し
、
郵
送
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

　

福
島
河
川
国
道
事
務
所　

河
川
管
理
課

〒
９
６
０-

８
５
８
４　

福
島
市
黒
岩
字
榎
平
36

☎
０
２
４-

５
３
９-

６
１
２
９

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
２
４-

５
３
９-

９
１
８
４

本
宮
市
民
ゴ
ル
フ
大
会
参
加
者
募
集

　

５
月
14
日
㈰

　

安
達
太
良
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ

　

キ
ャ
デ
ィ
付
き
１
万
１
，６
０
０
円　

セ
ル
フ
８
，

５
０
０
円　

※
ど
ち
ら
も
昼
食
付
き

表
彰
式
会
費　

４
千
円

　

本
宮
方
部
（
本
宮
市
・
大
玉
村
）
居
住
者
・
勤
務

者
ま
た
は
、
ご
協
賛
い
た
だ
い
た
人

　

２
０
０
人

　
　
　

４
月
10
日
㈪
ま
で　

市
民
ゴ
ル
フ
大
会
実
行
委
員
会
事
務
局

☎
24-

５
３
３
２

　日時　　場所　　内容　　料金　　講師　　対象

　定員　　申込み　　問い合わせ先

時 場 内 料 講 対

定 申 問

問
問

問

問

問 問

時 時

時 時

内

内

内

料対 対

対

申 申

申

申

場

場 場

定 定

立会人の種類 投票立会人 期日前投票立会人 指定病院等における
不在者投票の外部立会人

立会期日 投票日当日 期日前投票期間中 病院等の
指定する期日

立会時間 午前 7 時～
午後 8 時

午前 8 時 30 分～
午後 8 時

病院等の
指定する時間

立会場所 自分が投票する
投票所

市役所または
白沢総合支所

県選管が指定する
市内の病院等

※市外の場合あり

報酬額
1 回 10,700 円 1 回 9,500 円 1 時間 1,250 円

※上記報酬から所得税が差し引かれます

交通費 500 円 市内　  500 円
市外  1,100 円

毎週月曜・金曜日はカットデー！

　ご予約できます！（月・金以外）
本宮市本宮字舘町 199-1 毎週水曜定休日 tel 0243-34-6030☝

美容室 イノセント
！

『広報もとみやを見たよ』
とお伝えください



23 広報もとみや4月号

ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される人は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

く
ら
し

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

健

康

ボ
デ
ィ
リ
メ
イ
ク
ス
ク
ー
ル

　

①
４
月
10
日
㈪　

②
４
月
21
日
㈮　

③
５
月
１
日

㈪　

④
５
月
19
日
㈮　

い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
〜

　

え
ぽ
か
（
健
康
増
進
広
場
）

　

ス
ト
レ
ッ
チ
と
筋
力
ア
ッ
プ
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

※
水
分
補
給
用
の
飲
み
物
・
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
な
ど（
持
っ

て
い
る
人
）
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

不
要
。
会
場
に
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０

心
の
健
康
づ
く
り
事
業
「
こ
こ
ろ
の
相
談
室
」

　

専
門
家
（
臨
床
心
理
士
）
が
、
心
の
悩
み
、
不
安

な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

４
月
24
日
（
月
）
①
午
後
１
時
か
ら　

②
午
後
２

時
か
ら　

③
午
後
３
時
か
ら

　

え
ぽ
か

　
　
　

完
全
予
約
制
で
す
の
で
、
事
前
に
電
話
な
ど

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

保
健
課　

健
康
増
進
係
（
え
ぽ
か
内
）

☎
63-

２
７
８
０福

祉

『
重
度
心
身
障
が
い
者
等
タ
ク
シ
ー
利
用
券
』

を
発
行
し
ま
す

　

通
院
な
ど
の
外
出
の
た
め
に
タ
ク
シ
ー
を
利
用
し

た
場
合
に
、
料
金
の
一
部
を
助
成
す
る
利
用
券
を
発

行
し
ま
す
。
※
市
が
指
定
し
た
タ
ク
シ
ー
会
社
で
利

用
で
き
ま
す

▼
重
度
心
身
障
が
い
者
通
院
時
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　

市
内
在
住
の
「
重
度
心
身
障
が
い
者
医
療
費
助
成

制
度
」
受
給
者

▼
重
度
障
が
い
者
タ
ク
シ
ー
利
用
券

　

市
内
在
住
で
、
次
の
障
害
等
級
に
該
当
す
る
人

①
「
身
体
障
害
者
手
帳
」
等
級
が
、
下
肢
ま
た
は
体

幹
機
能
障
害
で
１
級
お
よ
び
２
級
の
人
、
ま
た
は
視

覚
障
害
者
１
級
の
人　

②
「
療
育
手
帳
」
等
級
が
Ａ
の
人

【
共
通
】　　

①
印
鑑
（
代
理
の
場
合
は
来
庁
者
の
印

鑑
）
②
該
当
す
る
人
の
障
害
者
手
帳
を
お
持
ち
い
た

だ
き
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

社
会
福
祉
課　

社
会
福
祉
係　

☎
24-

５
３
７
１

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

☎
44-

２
１
１
４

子
育
て
・
教
育

問

問
問時 時場 場内

対 対

申 申

法定外予防接種の助成が変わります
　法定外予防接種（ロタウイルスワクチンとおたふくかぜ
ワクチン）費用の一部助成について、４月１日から助成額
と手続きが下記のとおり変更となりました。接種を希望さ
れる人はかかりつけ医療機関へご相談・ご予約の上、接種
してください。
　なお、予診票を交付しますので、予防接種を受ける前に
①母子健康手帳②印鑑を持参の上、保健課へお越しください。

保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63-2780問

ロ
タ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

対象者

① 1 価ワクチン
（2 回接種）

生後 6 週から
24 週 0 日まで

② 5 価ワクチン
（3 回接種）

生後 6 週から
32 週 0 日まで

助成額 ① 1 回あたり 10,000 円まで
② 1 回あたり 7,000 円まで

助成回数 ① 2 回
② 3 回

お
た
ふ
く
か
ぜ

ワ
ク
チ
ン

対象者
満 1 歳～小学校就学前でワクチンを接種
していない幼児のうち、まだおたふくかぜに
かかったことがない子

助成額 4,000 円まで

助成回数 1 回

接種の際に
必要なもの

①母子健康手帳
②予診票 ※

対象者と助成内容など

「もしかして」  あなたが救う 小さな手

虐待を受けたと思われる
子どもがいたら。

出産や子育てで気になる
ことがあったら。

子育て支援サービスを
利用したいと思ったら。

全国共通ダイヤル

１８９（いちはやく）
24時間、児童相談所につながります

　虐待を受けたと思われる
子どもを見つけたときや、
ご自身が出産や子育てに悩
んだときは、児童相談所や
市役所子ども福祉課の窓口
へ連絡してください。

▼
問

手手「「「「も「も

子ども福祉課内
家庭児童相談室
☎24-5376

今年で何歳？車検は愛車の誕生日！

ご予約・お見積りは「車検証」を見ながらお電話でどうぞ

「 安 い 」 「 早 い 」 「 安 心 」

本宮市本宮字中台 22（国道 4号沿い）

車検のコバック 本宮店

フリーダイヤル 0120-589-550



24広報もとみや4月号

ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主へお願いします。

健

康

福

祉

く
ら
し

お知らせ　I N F O R M A T I O Nお知らせ　I N F O R M A T I O N

子
育
て
・
教
育

募

集

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

ひ
と
り
親
家
庭
医
療
費
助
成
制
度
に
つ
い
て

　

①
18
歳
未
満
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
配
偶
者
の

い
な
い
父
ま
た
は
母
と
そ
の
児
童

②
父
母
の
い
な
い
18
歳
未
満
の
児
童

※
た
だ
し
児
童
が
学
校
教
育
法
に
よ
る
高
等
学
校
な

ど
に
在
籍
し
て
い
る
場
合
は
18
歳
の
年
度
末
ま
で
継

続
し
ま
す　

※
児
童
を
養
育
し
て
い
る
父
ま
た
は

母
、
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
所
得
額
が
一
定
額
以

上
あ
る
場
合
、
助
成
対
象
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

対
象
者
が
医
療
機
関
の
窓
口
で
支
払
っ
た
医
療
費

（
各
種
医
療
保
険
適
用
に
よ
る
自
己
負
担
分
）
に
つ

い
て
、
同
一
受
診
月
ご
と
に
１
つ
の
世
帯
の
自
己
負

担
額
を
合
算
し
て
千
円
を
超
え
た
場
合
に
、
超
え
た

金
額
分
を
助
成
し
ま
す
。

　

子
ど
も
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
24-

５
３
７
５

特
別
児
童
扶
養
手
当
に
つ
い
て

　

身
体
ま
た
は
精
神
に
中
度
も
し
く
は
重
度
の
障
が

い
（
政
令
別
表
第
３
に
該
当
）
を
有
す
る
20
歳
未
満

の
児
童
を
監
護
し
て
い
る
父
母
や
父
母
に
か
わ
っ
て

児
童
を
養
育
し
て
い
る
人　

※
受
給
資
格
者
本
人
や

生
計
を
同
じ
く
す
る
扶
養
義
務
者
な
ど
の
前
年
の
収

入
が
一
定
額
以
上
の
場
合
、
手
当
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん　

※
障
が
い
を
事
由
と
し
た
公
的
年
金
を
受
給
し

て
い
る
場
合
、
手
当
は
受
給
さ
れ
ま
せ
ん

　

身
体
や
精
神
に
障
が
い
が
あ
る
20
歳
未
満
の
児
童

を
養
育
す
る
父
母
な
ど
に
対
し
て
は
、
特
別
児
童
扶

養
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
す
。
▼
手
当
月
額　

①
１
級

該
当
児
童
一
人　

５
１
，
４
５
０
円　

②
２
級
該
当

児
童
一
人　

３
４
，
２
７
０
円

　

子
ど
も
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
24-

５
３
７
５

　

ご存知ですか 児童扶養手当

子ども福祉課　子育て支援係　☎24-5375問

　次のいずれかに該当する児童（18歳に達する日以後
の最初の 3月 31日までの間にある（心身に一定の障が
いがあるときは 20歳未満）者）を監護している母、監
護しかつ生計を同じくする父、または父母に代わってそ
の児童を養育している人に支給されます。

①父母の婚姻が解消　②父または母が死亡　
③母が婚姻によらないで懐妊　④父か母の生死が不明　
⑤父か母が引き続き１年以上遺棄している　
⑥父か母が母または父の申し立てによりDV保護命令を受けた　
⑦父か母が法令により引き続き１年以上拘禁されている　
⑧父か母が政令で定める程度の障がいにある　など　

　受給資格者や同居している扶養義務者（同居の直系血
族及び兄弟姉妹）の前年分の所得額が一定の額を超えて
いる場合は、その年の８月から翌年の７月までの手当の
一部または全部が支給されません。所得制限限度額につ
いては下表を参考にしてください。

　受給資格者が養育する児童の数や受給資格者の所得な
どにより決められています。

■対象者

■所得限度額表

■所得制限

■手当月額

児童 1人のとき 児童 2人目の
加算額

児童3人目以降の
加算額

全部支給の場合 42,290 円 9,990 円 5,990 円

一部支給の場合 9,980 ～
42,280 円

5,000 ～
9,980 円

3,000 ～
5,980 円

扶養親族の数
請求者（本人）所得額

扶養義務者所得額
全部支給 一部支給

0人 190,000 円 1,920,000 円 2,360,000 円

1 人 570,000 円 2,300,000 円 2,740,000 円

2 人 950,000 円 2,680,000 円 3,120,000 円

3 人以上 以下 380,000 円ずつ加算 以下 380,000 円ずつ加算 以下 380,000 円ずつ加算

対問 問内 内 対
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される人は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

福

祉

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

く
ら
し

子
育
て
・
教
育

健

康

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
の
更
新
を
お
願
い
し
ま
す

　

福
島
県
で
は
、
子
育
て
世
帯
の
人
が
『
子
育
て
応

援
パ
ス
ポ
ー
ト
（
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
）』
を
協
賛

店
で
提
示
す
れ
ば
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら

れ
る
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

昨
年
度
か
ら
子
育
て
応
援
パ
ス
ポ
ー
ト
の
全
国
共

通
展
開
が
始
ま
り
、
た
だ
い
ま
全
国
で
利
用
で
き
る

新
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
配
付
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
所
、
幼
稚
園
、
学
校
な
ど
に
通
う
ご
家
庭
に

は
す
で
に
配
付
し
ま
し
た
が
、
お
子
さ
ん
が
保
育
所

な
ど
に
通
っ
て
い
な
い
場
合
や
受
け
取
れ
な
か
っ
た

場
合
は
、『
旧
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
』
を
持
参
の
上
、

市
役
所
子
ど
も
福
祉
課
か
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
へ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

　

０
歳
か
ら
18
歳
以
下
（
18
歳
に
達
し
て
最
初
の
３

月
31
日
を
迎
え
る
ま
で
）
の
子
ど
も
を
持
つ
世
帯

　

フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
は
子
ど
も
１
人
に
つ
き
１
枚

配
付
し
ま
す
。
カ
ー
ド
を
協
賛
店
で
提
示
す
る
と
、

お
店
の
ご
厚
意
に
よ
り
割
引
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
※
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
を
使
用
す
る
際
は
、
ご

利
用
の
前
に
必
ず
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い　

※
フ
ァ
ミ
た
ん
カ
ー
ド
協
賛
店
舗
に
つ
い
て

は
福
島
県
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
ご
覧
く
だ
さ
い

h
ttp
://w

w
w
4
.p
re
f.fu

ku
sh
im
a.jp

/
angelnet/passport/index.php

　

子
ど
も
福
祉
課　

子
育
て
支
援
係

☎
24-

５
３
７
５

　

く

ら

し

自
動
車
税
の
納
期
限
は
『
５
月
31
日
』
で
す

　

自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
（
午
前
零
時
）
現

在
の
自
動
車
の
所
有
者
（
ま
た
は
使
用
者
）
に
課
税

さ
れ
る
県
の
税
金
で
す
。

　

平
成
29
年
度
の
自
動
車
税
納
税
通
知
書
は
、
５
月

８
日
㈪
に
福
島
県
各
地
方
振
興
局
か
ら
一
斉
に
送
付

さ
れ
ま
す
の
で
、
最
寄
り
の
金
融
機
関
ま
た
は
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
な
ど
で
納
期
限
の
５
月
31
日
㈬

ま
で
に
納
税
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▼
変
更
が
あ
っ
た
ら
届
け
出
を

　

自
動
車
を
譲
渡
し
た
と
き
、
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き
、
住
所
を
移
転
し
た
と
き
な
ど
は
、
お
早
め
に

運
輸
支
局
な
ど
で
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ
う
。

　
【
自
動
車
税
の
問
い
合
わ
せ
】

福
島
県
県
北
地
方
振
興
局　

県
税
部　

自
動
車
税

チ
ー
ム　

☎
０
２
４-

５
２
１
‐
２
７
０
２

福
島
市
杉
妻
町
２-

16　

福
島
県
庁
北
庁
舎
４
階

【
自
動
車
登
録
事
項
な
ど
の
問
い
合
わ
せ
】

東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局　

☎
０
５
０-

５
５
４
０
‐
２
０
１
５

福
島
市
吉
倉
字
吉
田
54

今月の乳幼児健診日程

保健課　健康増進係（えぽか内）　☎63-2780問

種類 月日 受付時間

3 ～ 4 カ月児健康診査 4 月 27 日（木）
13:00 ～

13:30

10 カ月児健康診査 4 月 20 日（木）
13:00 ～

13:30

1 歳 6 カ月児健康診査 4 月 19 日（水）
13:00 ～

13:30

3 歳児健康診査 4 月 13 日（木）
13:00 ～

13:30

親と子の健康相談 4 月 17 日（月）
10:00 ～

11:00

※場所はいずれも『えぽか』です。
※健診対象者には、個人通知をお送りします。（すでに受
診している人は対象外となります。）
※健康相談には「母子健康手帳」をお持ちください。

問

問 内 対

本宮字荒町 58
TEL 0243-34-2632

毎月抽選で10名様に1,000円分
の買い物券が当たります。

05-305（鍋田）06-240（万世）
07-001（荒町） 08-520（欠下）
09-030（東町） 09-260（大榎）
12-299（関根） 14-147（兼谷平）
15-200（荒井） 16-175（糠沢）

今月の当選番号 ■今月、買物券の使えるお店は

▼呑み食いどころ大和（上町） ▼ムラヤマベーカリー（上町）

▼山本家（駅前） ▼きねや菓子店（下町）

▼ヌカザワベーカリー（荒町）です。
■買物券は当選者までお届け致します。
■ご利用有効期限は本日より5月末日です。

【みずいろ夢カード】始めました。
ガス器具類ご購入分押印致します。
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主へお願いします。

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

お知らせ　I N F O R M A T I O Nお知らせ　I N F O R M A T I O N

く
ら
し

募

集

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

新電力取扱店

 
本宮市高木字井戸上 46番 2
TEL 0243-24-7772　FAX 0243-24-7773　
E-mail s-otsubo@grid-pro.com

・太陽光発電のプロ
・建築工事業

グリッド福島 検 索

基本料金 0円
～とってもお得な電気へ～

被
災
事
業
者
へ
の
支
援
が
延
長
さ
れ
ま
し
た

　

経
営
改
善
や
二
重
債
務
問
題
な
ど
で
資
金
繰
り
に

悩
ま
れ
て
い
る
被
災
事
業
者
の
事
業
復
興
を
サ
ポ
ー

ト
す
る『
㈱
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
』

と
『
福
島
県
産
業
復
興
機
構
』
の
支
援
決
定
期
間
が

１
年
延
長
さ
れ
ま
し
た
。
震
災
前
借
入
金
が
あ
る
人

は
支
援
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
の
で
平
成
29
年
夏
頃

ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。　

　

▼
㈱
東
日
本
大
震
災
事
業
者
再
生
支
援
機
構
（
平

成
30
年
２
月
22
日
ま
で
支
援
決
定
）

郡
山
出
張
所　

☎
０
２
４-

９
３
５-

７
２
５
２

相
談
受
付
時
間
：
午
前
９
時
か
ら
午
後
６
時
（
土
日
、

祝
日
を
除
く
）

▼
福
島
県
産
業
復
興
機
構
（
平
成
30
年
３
月
31
日
ま

で
支
援
決
定
）

福
島
県
産
業
復
興
相
談
セ
ン
タ
ー　

☎
０
２
４-

５
７
３-

２
５
６
１

相
談
受
付
時
間
：
午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
15

分
（
土
日
、
祝
日
を
除
く
）

　

福
島
県　

経
営
金
融
課　

☎
０
２
４-

５
２
１-

７
２
８
８

山
火
事
に
ご
注
意
を
！

　

春
先
は
ハ
イ
キ
ン
グ
や
山
菜
取
り
な
ど
で
山
に
入

る
機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

こ
の
時
期
は
空
気
が
乾
燥
し
、
風
が
強
く
な
る
た

め
火
災
が
発
生
し
や
す
い
季
節
で
す
。
４
つ
の
ポ
イ

ン
ト
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
！

①
枯
草
や
燃
え
や
す
い
も
の
の
近
く
で
は
た
き
火
を

し
な
い

②
火
気
の
使
用
後
や
そ
の
場
か
ら
離
れ
る
時
は
完
全

に
火
を
消
す

③
強
風
時
や
乾
燥
時
に
は
、
た
き
火
や
火
入
れ
を
し

生けがき設置を補助します
まちづくり推進課　まちづくり係　☎24-5405問

市では、これから生けがきを作る人に補助金を交付しています。生けがき設置費用のほか、設置のため
ブロック塀などの取壊しにかかる費用を補助します。なお事前に問い合わせ先までご相談ください。

生けがきを設置する場合

ブロック塀などの取り壊しをする場合

①公衆用道路に面した部分と道路から見通しのきく部分
　が 3メートル以上であること
② 1メートルあたり 3本以上植栽されること
③敷地境界線の一辺に連続して生けがきを設置するもの
　であること
④生けがき用樹木は、列状に並び、外部から眺望できる
　部分が 50センチメートル以上あること
⑤ 5年間以上生けがきとして活用すること

※補助金額は 1㍍   当
たりの事業費が基準
になります
※ 1㍍   未満の端数が
生じるときは、これ
を算入しません

　生けがきの延長× 1メートル当たりの事業費（限度
額 5千円）× 1/2（補助率）＝補助金（限度額 5万円）

　ブロック塀等の延長×1メートル当たりの事業費 (限
度額 1万円 ) × 1/2（補助率）

＝補助金 (限度額 10万円 )

①生けがきの設置のために取り壊しを行うこと
②生けがき設置場所と同じ場所のブロック塀などであること

問 内

真心・親切、お客様の足となり日々安全運転！
一般貸切旅客自動車運送業
　　　　小型バスから大型バスまで

〒969－1101　福島県本宮市高木字猫田53－１
0243－34－4450TEL 0243－34－4481FAX

観光・研修会・冠婚葬祭等バスのご用命は

協和交通株式会社
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される人は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

福

祉

子
育
て
・
教
育

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

く
ら
し

健

康

な
い

④
た
ば
こ
の
後
始
末
は
確
実
に
行
う

　

安
達
地
方
広
域
行
政
組
合
消
防
本
部　

南
消
防
署

☎
33-

２
８
７
５

『
市
民
交
通
災
害
共
済
』
加
入
者
募
集
中

　

福
島
県
市
民
交
通
災
害
共
済
は
、
国
内
の
交
通
事

故
に
よ
る
災
害
の
程
度
に
応
じ
て
、
見
舞
金
が
支
給

さ
れ
ま
す
。
万
が
一
の
交
通
事
故
に
備
え
、
家
族
全

員
で
の
ご
加
入
を
お
勧
め
し
て
い
ま
す
。

　

年
間
１
人
５
０
０
円

　

本
宮
市
に
住
民
登
録
を
さ
れ
て
い
る
人
す
べ
て

　

各
世
帯
に
配
布
さ
れ
た
申
込
書
に
会
費
を
添
え

て
、
行
政
区
長
を
通
じ
て
お
申
込
み
さ
れ
る
か
、
本

宮
市
役
所
防
災
対
策
課
、
白
沢
総
合
支
所
市
民
福
祉

課
へ
直
接
お
申
込
み
く
だ
さ
い

　
　
防
災
対
策
課　

防
犯
安
全
係　

☎
24-

５
３
６
６

白
沢
総
合
支
所　

市
民
福
祉
課　

☎
44-

２
１
１
４

等級 災害の程度 支給額
1 死亡した場合 100 万円
2 入院通院日数 270 日以上 30 万円
3 入院通院日数 200 日以上 20 万円
4 入院通院日数 150 日以上 15 万円
5 入院通院日数 120 日以上 10 万円
6 入院通院日数 90 日以上 8 万円
7 入院通院日数 60 日以上 6 万円
8 入院通院日数 30 日以上 5 万円
9 入院通院日数 8 日以上 3 万円

10 入院通院日数 7 日以下 2 万円
重度障害
見舞金

自動車損害賠償保障法施行令
第 1 級または第 2 級の障害

30 万円

〇共済見舞金

洪水情報のメール配信がはじまります
福島河川国道事務所　☎024-539-6127　防災対策課　消防防災係　☎24-5365問

　近年、記録的な豪雨による大規模な水害や土砂災害が頻発しており、気候変動の影響により、今後はますます洪水の
発生頻度が高まることが予想されています。
　今回こうした災害に備えて、国が管理する阿武隈川で大規模な洪水が発生した場合には、皆さんの携帯電話やスマー
トフォンに対して洪水情報の配信を本宮市全域で開始します。従来の TVやラジオなどからの情報のほか、この洪水情
報を活用していただくことにより、住民の皆様が自ら水害の危険性を察知し、自主的な避難に役立てていただけると考
えております。あらかじめ、市民の皆さんにはご承知おきいただきますようお知らせします。

　平成29年５月１日（月）から

　阿武隈川において河川氾濫のおそれがある（氾濫危険
水位を超えた）情報や氾濫が発生した情報を緊急速報
メールで配信します

　本宮市全域

　阿武隈川 本宮水位観測所、阿久津水位観測所

■配信の開始日

■配信する情報
■配信エリア

■対象の水位観測所

件名：河川氾濫のおそれ
本文：阿武隈川の○○付近で水位
が上昇し、避難勧告等の目安とな
る「氾濫危険水位」に到達しまし
た。堤防が壊れるなどにより浸水
のおそれがあります。
　テレビ、防災無線等で自治体の
情報を確認し、各自安全確保を図
るなど適切な防災行動をとってく
ださい。
　本通知は、東北地方整備局より
浸水のおそれのある市町村に配信
しており、対象地域周辺において
も受信する場合があります。（国
土交通省）

▼

本
宮
市
に
配
信
さ
れ
る
洪
水
情
報
の
例

料問 対申 問

水道工事はお任せ　本宮市水道工事指定店会！
オ

オ

ナ

ミ

㈱（
３
３
―
１
０
０
１
）

　

本
宮
市
高
木
字
戸
崎
63
番
地
３

㈲
光
設
工
業
所（
３
３
―
１
８
９
５
）

　

本
宮
市
青
田
字
孫
市
２
番
地
25　

㈱
小

山

設

備（
３
３
―
３
０
３
１
）

　

本
宮
市
本
宮
字
仲
町
39
番
地

㈲
須
藤
住
機
工
業
（
３
４
―
５
５
２
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
小
幡
33
番
地
１

㈱
タ

カ

マ

ツ（
３
３
―
５
２
４
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
一
ツ
屋
12
番
地
７

㈲
浜
野
和
水
道（
３
３
―
２
７
８
８
）

　

本
宮
市
本
宮
字
塩
田
49
番
地
２

㈲
本

宮

設

備（
３
３
―
２
５
９
２
）

　

本
宮
市
本
宮
字
南
町
裡
１
４
４
番
地
１

㈲
三

和

設

備（
４
４
―
４
５
４
２
）

　

本
宮
市
和
田
字
作
田
３
番
地
１

住宅設備・水廻りリフォーム　見積および相談無料
ガ ス 式 微 少 漏 水 探 知
管路凍結（15A～100A）バルブ取付
三菱ヒートポンプ式床暖房認定工事店
台所・トイレ・洗面所・浴室・ボイラー・エアコン　
浄化槽　販売 設置 修理

TOTOリモデルクラブ
加盟店本宮市本宮字一ツ屋12－７　☎ 33－5242

平
成
29
年
７
月
１
日
よ
り
サ
ー
ビ
ス
開
始

お
客
様
の
水
の
ト
ラ
ブ
ル
に

24
時
間
３
６
５
日
対
応
い
た
し
ま
す
！
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ここから下は広告欄です。内容についてのお問い合わせは、直接、広告主へお願いします。

健

康

福

祉

子
育
て
・
教
育

お知らせ　I N F O R M A T I O Nお知らせ　I N F O R M A T I O N

く
ら
し

募

集

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

平成 29 年度ごみ収集年間予定表
■ごみ収集 ■もとみやクリーンセンターへの直接個人搬入

ご
み
収
集
を
行
い
ま
す

祝日

4 月 29 日（土）昭和の日

7 月 17 日（月）海の日

8 月 11 日（金）山の日

9 月 18 日（月）敬老の日

10 月 9 日（月）体育の日

12 月 23 日（土）天皇誕生日

1 月 8 日（月）成人の日

ご
み
収
集
を
休
み
ま
す

祝日 上記以外の祝日

日曜日 毎週

お盆

8 月 14 日（月）

8 月 15 日（火）

8 月 16 日（水）

年末年始 12 月 29 日（金）～平成 30
年 1 月 3 日（水）

定期点検

整備

9 月 22 日（金）

平成 30 年 2 月 9 日（金）

　　　　　2 月 10 日（土）

搬
入

で
き
る
日

平日
午前の部　8:30 ～ 11:30

午後の部　13:00 ～ 16:30

土曜日 午前の部　8:30 ～ 11:30

搬
入
休
み
の
日

日曜日、すべての祝日、
土曜日の午後と下記日程

お盆

8 月 14 日（月）

8 月 15 日（火）

8 月 16 日（水）

年末年始 12 月 29 日（金）～平成 30
年 1 月 3 日（水）

定期点検
整備

9 月 22 日（金）

平成 30 年 2 月 1 日（木）
～ 28 日（水）

もとみやクリーンセンター　☎33-5499　
生活環境課　環境係　　　 ☎24-5362
白沢総合支所　市民福祉課 ☎44-2114

問

後期高齢者医療保険料の仮徴収がはじまります 市民課　国保年金係　☎24-5342問

　4月から、平成 29年度の後期高齢者医療保険料の徴収が
始まります。年６回の徴収期間のうち、4月、6月、8月の
3回分の徴収額については、 仮徴収の金額となります。仮徴
収とは、年間保険料の計算前に、保険料の年金天引きを開始
させていただくことです。4月、6月、8月に暫定金額として、
2月に徴収した金額と同額を徴収することで、1回当たりの
徴収額の軽減を図っています。仮徴収額に変更がある場合は
6月 8日㈭に通知を送付予定です。
　後期高齢者医療制度に加入している人のうち、次の①、②
のいずれかに該当する人は、4月からの特別徴収（年金天引き） 
でお支払いいただきます。
　平成 29年度の年間保険料額は 8月に決定通知でお知らせ
します。

対象となる人
１期あたりの
仮徴収の金額

通知書の送付

①すでに後期高齢者医療保
険料を年金からの
特別徴収（天引き）でお支
払いの人

平成２８年２月の徴
収金額と同額

平成 28 年８月に送付済
の平成 28 年度保険料納
入通知書兼特別徴収開始
通知書中の「保険料の仮
徴収」にて通知に代えさせ
ていただきます。

②平成 28 年度中に本宮
市で後期高齢者医療制度
に加入した方のうち、新たに
特別徴収に切り替えが可能
となった人のみ

（75 歳到達、転入、障害
認定等による資格取得）

平成 28 年度保険料
額 （平成 28 年度に
12 カ月加入した場合
の保険料額）の 6 分
の 1 の金額

対象者にのみ 4 月 10 日
頃に送付予定

タイヤ１本のお持ち込み処理価格

株式会社クリーン商会リサイクル工場
場 所　もとみやクリーンセンター様北隣

軽乗用車・軽トラック 12㌅まで　70円
普通車　　　　　　　　　　80円
小型トラック 16㌅まで　 100円

受入れ時間　8:00 ～ 17:00 月～金
　　　　　　8:00 ～ 12:00 土曜日 本社 TEL 0243-48-3183

中型トラック 17.5 ㌅まで 150 円
大型トラック 22.5 ㌅まで 300 円
その他一輪車からバイクまで処理可

株式会社 クリーン商会
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ここから下は広告欄です。広告掲載を希望される人は、市役所秘書広報課へお申し込みください。

イ
ベ
ン
ト
・
講
座

募

集

福

祉

子
育
て
・
教
育

　I N F O R M A T I O N　お知らせ

く
ら
し

健

康

「本宮市ホームページ」バナー広告募集中
◆掲載規格（縦 60ピクセル、横 120 ピクセル）
　トップページ右側上部および下部で、市が指定する
　位置とします。
◆広告掲載料（1月あたり）
　1枠 10,000 円
　※12カ月連続で掲載された場合は、12カ月目は無料
　　で掲載します。
◆問い合わせ先　秘書広報課 広報広聴係 ☎24-5332

狂犬病予防注射を実施します

生活環境課　環境係　☎24-5362　
白沢総合支所　市民福祉課　☎44-2114

問

犬を飼っている人は、犬の登録と年１回の狂犬病予防注射 ( 生後 3カ月齢以上 ) が義務づけられて
います。集合予防注射を次の日程で実施しますので、ご都合の良い会場でお受けください。

4 月 19 日（水）

8:40 ～ 9:00 青田農構センター

9:10 ～ 9:20 下樋梅原集会所

9:30 ～ 9:50 岩根農構センター

10:00 ～ 10:10 下関下消防屯所

10:20 ～ 10:35 荒井地区公民館

4 月 20 日（木）

8:45 ～ 9:05 仁井田地区公民館

9:15 ～ 9:25 地域防災センター

9:35 ～ 9:45 本宮 10 区集会所

10:00 ～ 10:10 みどりの家（もとみや台）

10:20 ～ 10:40 高木地区公民館

11:00 ～ 11:15 糠沢分館

4 月 21 日（金）

8:45 ～ 9:00 白岩分館

9:10 ～ 9:15 松沢分館

9:25 ～ 9:40 稲沢分館

9:50 ～ 10:05 長屋分館

10:15 ～ 10:30 和田分館

4 月 23 日（日）

8:10 ～ 9:00 本宮市役所

9:20 ～ 9:40 中央公民館

9:50 ～ 10:00 中高齢勤労者福祉センター

10:30 ～ 11:00 白沢総合支所

次の場合は予防注射を受ける前に、
獣医師へ相談してください

新たに犬を飼った場合の
新規登録も併せて行えます

犬が死亡したとき、犬がいなくなったときや、
飼い主が変わった場合にも届出が必要です

注射料金

①犬が病気にかかっていると思われるとき
②予防注射でショックなどの副作用を起こしたこと
がある場合（発疹・じんましん・けいれん・よだれ
なども含む）
③妊娠初期または妊娠末期のとき
④１ヶ月以内に他の予防注射を受けているとき

注射代　　　　　　　　　　　　　3,200 円
 （注射料金　2,650 円　注射済票代　550円）　
新規登録　　　　　　　　　　　　3,000 円

ごみの収集を行います
 4 月 29 日（土）　昭和の日

ごみの収集を休みます
5 月 3日（水）　憲法記念日
5月 4日（木）　みどりの日
5月 5日（金）　こどもの日

　通常どおり、ごみの収集を行います。
　ただし、もとみやクリーンセンターへの個人搬入は
できませんのでご注意ください。

　ごみの収集を行いませんので、ごみステーションへ
ごみを出さないようご協力をお願いします。また、も
とみやクリーンセンターへの個人搬入もできませんの
でご注意ください。

もとみやクリーンセンター　 ☎33-5499　
生活環境課　環境係　　　  ☎ 24-5362
白沢総合支所　市民福祉課　☎44-2114

問

株式会社 本宮烏骨鶏

高品質のアミノ酸サプリ
脂肪性肝疾患に対する臨床試験実施済

必須アミノ酸等 20 の素材で
　　　健康をサポートします！

粒状酵母卵油
錠剤150錠入り　 1袋 1,380円

〒969-1104　本宮市荒井字荒町27-1
TEL＆FAX 0243-24-8553
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　  本宮運動公園　    ふれあい夢広場　　　　  白沢体育館
　  えぽか　　　　　   しらさわ夢図書館　　　  FM モッコム　　　白沢ふれあい文化ホール

日 Sun 月 Mon 火 Tue 水 Wed 木 Thu 金 Fri 土 Sat
3/26 3/27 3/28 3/29 3/30 3/31 1

2 3
防災防犯相談室 放送
11:30 ～ 11:43
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

4 5 6 7 8

9
春季消防連合観閲式
9:00 ～ 12:00

10
ボディリメイクスクール
㉓ 13:30 ～
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

11 12 13
福祉健康通信 放送
11:15 ～ 11:28
3 歳児健診㉕
13:00 ～ 13:30

14
へそのまちまゆみちゃ
ん情報コーナー 放送
11:30 ～ 11:43
本宮市行政区長会議
19:00 ～ 21:00

15
本宮市春まつり32
10:00 ～ 20:00

16
第 11 回もとみやロー
ドレース大会
9:00 ～

17
親と子の健康相談㉕
10:00 ～ 11:00
（要予約）
パパママ教室
15:00 ～ 16:30
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

18 19
1 歳 6 カ月児健診㉕
13:00 ～ 13:30

20
10 カ月児健診㉕
13:00 ～ 13:30

21
ボディリメイクスクール
㉓ 13:30 ～

22
えぽか健康寄席㉒
13:30 ～ 15:00
英語のおはなし会㉑
11:00 ～ 11:40

23
本宮市写真コンクール
展・フォト倶楽部四季
写真展 最終日㉒
9:00 ～ 17:00
（ 3/18 ～）
マイナンバー交付受付
9:00 ～ 12:00 市民課
（要予約）

24
こころの相談室㉓
1 13:00 ～ 2 14:00 ～ 
3 15:00 ～
（要予約）え
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課

25 26 27
福祉健康通信 放送
11:15 ～ 11:28
4 カ月児健診㉕
13:00 ～ 13:30

28
赤ちゃん・妊婦さんへ
のおはなし会㉑
11:00 ～ 11:20
へそのまちまゆみちゃ
ん情報コーナー放送
11:30 ～ 11:43

29
ごみ収集を行います

30 5/1
窓口延長（各種証明書
の発行）
～ 19:00 市民課
4 月の市税等の納期

5/2 5/3
ごみ収集を休みます㉙

5/4
ごみ収集を休みます㉙

5/5
ごみ収集を休みます㉙

5/6

4 月のイベント情報

え

え

え

え

え え

え え え え

夢

夢

夢

え
え

ふ

ふ

運公
FM

FM

FM

運公

白体

白ふ

白体
FM 白ふ

※○の中の数字は掲載ページ番号です

皆
さ
ん
の
善
意

▽
株
式
会
社
ナ
ッ
ク
ス

　
（
代
表
取
締
役 

米
津
健
治
さ
ん
）

　

◎
幼
稚
園
の
ひ
な
祭
り
行
事
用
と
し
て

　

・
桃
の
パ
ン　

３
５
４
個

▽
石
橋
建
設
工
業
株
式
会
社

　
（
代
表
取
締
役 

石
橋
英
雄
さ
ん
）

　

◎
本
宮
第
一
中
学
校
の
学
習
環
境
向
上

の
た
め

　

・
テ
ー
ブ
ル
１
台
、
椅
子
４
脚

▽
日
本
マ
ク
ド
ナ
ル
ド
株
式
会
社

　

◎
新
入
学
児
童
の
安
全
の
た
め

　

・
防
犯
笛　

３
０
０
個

▽
作
田
雅
子
さ
ん
（
郡
山
市
）

　

◎
本
宮
市
の
文
化
振
興
の
た
め

　

・
鈴
木
宗
吉
絵
画　

１
点

▽
大
内
清
光
さ
ん
（
二
本
松
市
）

　

◎
子
育
て
支
援
充
実
の
た
め

　

・
幼
児
用
ゴ
ム
ボ
ー
ル　

ほ
か

▽
阿
部
ア
ツ
子
さ
ん
（
本
宮
）

　

◎
市
政
全
般
の
発
展
の
た
め

　

・
20
万
円

▽
Ｒ
．
Ｉ
．
第
２
５
３
０
地
区
本
宮
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
（
会
長 

丸
山
京
男
）

　

◎
新
入
学
児
童
の
交
通
安
全
の
た
め

　

・
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー　

２
９
５
枚

編
集
後
記

FM

FM

　

今
月
か
ら
新
年
度
。
広
報
も
と
み
や
表

紙
の
今
年
度
の
テ
ー
マ
は
『
み
ん
な
が
活

躍
』
で
す
。
こ
れ
か
ら
毎
月
、
市
内
の
さ

ま
ざ
ま
な
公
共
施
設
で
、活
動
さ
れ
た
り
、

陰
な
が
ら
支
え
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
皆
さ

ん
を
紹
介
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
新
コ
ー
ナ
ー
の
『
ラ
ン
チ
の

じ
か
ん
』
と
『
本
宮
か
る
た
巡
礼
』
も
始

ま
り
ま
し
た
。
ま
す
ま
す
広
報
か
ら
目
が

離
せ
ま
せ
ん
よ
！　
　
　
　
　
　
　
（
彦
）
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今月の納期

■納期限　5月 1日㈪
・軽自動車税（全期）
・上下水道使用料（2・3月）

人口と世帯
・平成 29年 3月 1日現在
本宮市住民基本台帳登録人口・世帯数

交通事故発生状況
・平成 29年 2月 1日現在

市営住宅の募集
・平成 29年 4月 1日現在、
  募集はしていません

2月の自然増減　-10
2 月の社会増減　 -1
その他職権等　　 -5　
※自然増減：出生数と死亡数の差
※社会増減：転入数と転出数の差

郡山北警察署本宮分庁舎より
カッコ内は１月からの集計

9時～ 11時 30分　14時～ 16時 30分

◎夜間18時～翌日 8時 ●休日+夜間 8時～翌日 8時

※当番医が変更になる場合があります。最新の情報は市ウェブサイトでご確認ください

総人口 30,820 人 （- 16）
男性 15,168 人 （- 17）
女性 15,652 人 （　1）
世帯数 10,240 世帯（+7）

カ
ッ
コ
内
は

前
月
比

件数 死者 傷者
本年 12（23） 0（0） 12（23）
前年 14（22） 0（0） 18（29）
増減 -2（ 1） 0（0） -6（-6）

4 月の漏水当番表

日曜・休日の当番医

休日・夜間の救急医療機関

1日㈯ ㈲三和設備 ☎44-4542 29 日㈯ ㈲三和設備 ☎44-4542

2 日㈰ ㈲浜野和水道 ☎33-2788 30 日㈰ ㈲浜野和水道 ☎33-2788

8 日㈯ ㈲本宮設備 ☎33-2592 5 月 3日㈬ ㈲本宮設備 ☎33-2592

9 日㈰ オオナミ㈱ ☎33-1001
☎33-2412 5 月 4日㈭ オオナミ㈱ ☎33-1001

☎33-2412

15 日㈯ ㈲光設工業所 ☎33-1895 5 月 5日㈮ ㈲光設工業所 ☎33-1895

16 日㈰ ㈱小山設備 ☎33-3031 5 月 6日㈯ ㈱小山設備 ☎33-3031

22 日㈯ ㈱タカマツ ☎33-5242 5 月 7日㈰ ㈱タカマツ ☎33-5242

23 日㈰ ㈲須藤住機工業 ☎48-2357 ※宅内の漏水で、早急に修理の必要がある場合のみ

２
日
㈰

㊩森小児科医院【小児】
（二本松市郭内） ☎ 22-3215

30
日
㈰

渡辺医院【小児】
（二本松市正法寺町） ☎ 62-3000

㊩青木整形外科医院
（二本松市榎戸） ☎ 22-3103 しんいち内科（二本松市油井） ☎ 24-8420

㊩慈久会　谷病院
（本宮市本宮字南町裡） ☎ 33-2721 吉田耳鼻咽喉科医院

（本宮市本宮字万世） ☎ 34-1330

９
日
㈰

土川内科小児科【小児】
（二本松市槻木） ☎ 22-6688 ５

月
３
日
㈬

㊩安斎内科胃腸科医院
（二本松市若宮） ☎ 22-3001

㊩辰星会　枡病院
（二本松市本町） ☎ 22-2828 佐久間内科小児科医院【小児】

（二本松市本町） ☎ 22-0570

いしわたクリニック
（本宮市荒井東学壇） ☎ 63-2826 やなぎほり皮膚科クリニック

（本宮市高木字平内） ☎ 24-1028

16
日
㈰

かさい小児科クリニック
【小児】（二本松市油井） ☎ 22-8800 ５

月
４
日
㈭

㊩森小児科医院【小児】
（二本松市郭内） ☎ 22-3215

野地眼科医院（二本松市若宮）☎ 23-0024 ㊩辰星会　枡記念病院
（二本松市住吉） ☎ 22-3100

㊩渡辺クリニック
（本宮市高木字高木） ☎ 34-3311 ㊩慈久会　谷病院

（本宮市本宮字南町裡） ☎ 33-2721

23
日
㈰

独立行政法人地域医療機能推進機
構　二本松病院（二本松市成田町）☎ 23-1231 ５

月
５
日
㈮

土川内科小児科【小児】
（二本松市槻木） ☎ 22-6688

和田医院（二本松市小浜） ☎ 55-2303 みうら内科クリニック
（二本松市羽石） ☎ 22-5512

㊩上遠野内科医院【小児】
（本宮市本宮字荒町） ☎ 33-5866 ㊩落合会　東北病院

（本宮市青田字花掛） ☎ 33-2588

29
日
㈯

㊩博愛会　東和クリニック
【小児】（二本松市針道） ☎ 66-2122 ５

月
７
日
㈰

㊩慈水会 みずのクリニック
（二本松市根崎） ☎ 23-5158

整形外科内科リウマチ科　
小林医院（二本松市根崎） ☎ 22-0682 さくらクリニック

（二本松市藤之前） ☎ 62-3931

池田眼科医院
（本宮市本宮字仲町） ☎ 34-4100 ㊩よしだこどもクリニック

【小児】（本宮市高木字平内） ☎ 34-6418

月 4月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

曜 　 日 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日
枡 記 念 病 院 ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎ ●

枡 病 院 ◎ ◎ ● ◎ ◎ ◎ ◎ ●

谷 病 院 ● ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

二 本 松 病 院 ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ● ◎ ◎

月 5月
日 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

曜 　 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
枡 記 念 病 院 ● ◎ ◎

枡 病 院 ◎ ● ◎

谷 病 院 ◎ ● ◎ ◎

二 本 松 病 院 ● ◎ ◎ ◎ ●

病院群輪番制は、休日または夜間における入院治療
を必要とする重症救急患者の医療を確保することを
目的に、安達管内の病院（上記の４病院）が輪番制
で診療にあたるものです。診察については、事前に
病院にお問い合わせください。

枡記念病院　☎ 22-3100　枡病院　☎ 22-2828　
谷病院　☎ 33-2721　二本松病院　☎ 23-1231



【他出演団体】 水原さんと共演の本宮市文化団体白沢支部・石神踊り隊／川添神楽／
和音モア（フラダンス）／ YOSAKOI ／ SSS ダンススタジオなど

【
編
集
・
発
行
】
本
宮
市
　
市
長
公
室
　
秘
書
広
報
課

〒
969－1192　

福
島
県
本
宮
市
本
宮
字
万
世
212番

地
☎
 0243‒24‒5332　

FA
X 0243‒34‒3138

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
　
http://w

w
w.city.m

otom
iya.lg.jp

E-m
ail　

info@
city.m

otom
iya.lg.jp

携
帯
版
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ

簡
単
ア
ク
セ
ス

←
Q
Rコ
ー
ド

広
報
も
と
み
や

毎
月
１
日
発
行




